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我
々
の
「
日
本
政
治
史
」
の
政
治
的
意
味
　

―
　

は
し
が
き
に
か
え
て

　

我
々
二
人
の
文
字
通
り
の
共
同
編
集
・
共
同
著
作
で
あ
る
『
日
本
政
治
史
講
議
　

―
　

通
史
と
対
話
』
を
、
満
を
持
し
て
世

に
送
る
。
近
代
一
五
〇
年
の
日
本
の
政
治
を
ト
ー
タ
ル
に
理
解
す
る
試
み
は
、
実
は
難
し
い
。
我
々
も
そ
れ
ぞ
れ
に
研け

ん

鑽さ
ん

を

積
み
な
が
ら
、
よ
う
や
く
披
露
で
き
る
段
階
に
ま
で
来
た
と
の
思
い
が
強
い
。

　

そ
も
そ
も
二
人
の
狭
義
の
伝
統
的
専
攻
分
野
は
、
御
厨
貴
が
「
日
本
政
治
史
」、
牧
原
出
が
「
行
政
学
」
で
あ
り
、
一
昔

前
な
ら
相
互
乗
り
入
れ
の
教
科
書
の
作
成
な
ど
想
像
だ
に
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
な
ぜ
可
能
に
な
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
三
十
年
間
の
学
問
の
発
展
史
を
眺
め
れ
ば
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

今
を
去
る
こ
と
三
十
年
余
り
前
、
平
成
が
始
ま
っ
た
頃
に
、
一
つ
の
学
問
横
断
的
な
方
法
が
御
厨
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
。

名
づ
け
て
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」。
そ
の
発
展
ぶ
り
は
同
じ
く
御
厨
が
編
者
を
務
め
牧
原
も
参
加
し
て
い
る
『
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
何
が
で
き
る
か
　

―
　

作
り
方
か
ら
使
い
方
ま
で
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
を
手
に
と
っ
て
も
ら
え
ば
、

す
ぐ
に
わ
か
る
。
そ
の
中
で
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
日
本
政
治
史
研
究
者
・
村
井
良
太
氏
は
次
の
よ
う
に
評
す
る
（
村
井
良

太
「
摂
取
世
代
の
見
た
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー　

東
京
学
派
四
半
世
紀
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
　

―
　

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
現
代
史
の
好
循
環
を
目

指
し
て
」
御
厨
貴
編
『
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
何
が
で
き
る
か
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
九
六
～
九
七
頁
）。

　

東
京
学
派
〔
著
者
は
「
公
人
の
、
専
門
家
に
よ
る
、
万
人
の
た
め
の
口
述
記
録
」
と
い
う
御
厨
の
定
義
を
出
発
点
と
し
て

い
る
、
と
す
る
〕
の
取
り
組
み
は
日
本
の
政
治
文
化
、
社
会
文
化
を
確
か
に
変
え
て
き
た
。

　

東
京
学
派
は
政
治
学
と
歴
史
学
を
架
橋
し
、
政
治
研
究
と
現
代
史
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
聞
き
取
り
で
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結
ぶ
学
術
運
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
つ
の
文
化
運
動
で
も
あ
っ
た
。

　

実
は
御
厨
が
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
始
め
た
頃
か
ら
、
牧
原
は
参
加
し
て
共
通
の
体
験
を
し
て
き
た
。
前
編
著
の
中

で
、
同
じ
く
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
行
政
学
者
・
金
井
利
之
氏
は
「
同
時
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
牧
原
出
氏
」
が
「
助

手
論
文
の
執
筆
途
上
の
時
期
か
ら
オ
ー
ラ
ル
に
接
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
氏
の
研
究
者
キ
ャ
リ
ア
に
と
っ
て
、
大
き
な
意
味

を
も
た
ら
し
た
」
と
書
い
て
い
る
（
金
井
利
之
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
の
／
へ
の
逃
走
」
同
右
、
三
〇
頁
）。
ま
さ
に
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
、
御
厨
と
牧
原
の
歴
史
解
釈
や
政
治
分
析
の
ベ
ー
ス
を
な
し
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い

に
狭
い
専
門
領
域
を
越
境
し
て
、「
日
本
政
治
史
」
の
教
科
書
作
成
に
お
け
る
共
同
作
業
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
御
厨
は
、
五
大
学
遍
歴
の
経
験
を
有
す
る
が
、
最
初
の
早
す
ぎ
る
最
終
講
義
を
東
京
都
立
大
学
で
行
っ
た
際
（
一
九

九
九
年
一
月
）、「
政
治
学
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
効
用
」
を
指
摘
し
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
Ａ
Ｖ
）
と
書
き
言
葉
と

が
半
々
の
形
に
な
る
「
日
本
政
治
史
」
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
こ
と
を
予
言
し
て
い
る
（
御
厨
貴
「
日
本
政
治
史
よ
、
何
処
へ
行

く
　

―
　

東
京
都
立
大
学
最
終
講
議
・
補
遺
」『
政
治
へ
の
ま
な
ざ
し
』
千
倉
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
七
一
頁
）。
二
十
年
近
く
に
及
ぶ
都

立
大
で
の
講
義
は
、
学
生
に
「
す
ぐ
脇
に
そ
れ
る
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
毎
年
「
通
史
よ
ど
こ
へ
行
っ
た
か
」
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
七
転
八
倒
の
連
続
で
、
年
度
末
に
は
敗
退
の
気
分
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
退
職
前
の
五
年
間
、
Ａ
Ｖ
教
室
で
自
ら
が

作
っ
た
、
日
本
の
近
現
代
史
を
映
像
で
た
ど
る
Ａ
Ｖ
教
材
（「
我
々
の
創
っ
た
社
会
資
本
・
都
市
・
制
度
」〈「
現
代
日
本
の
形
成
過

程
」
二
七
～
三
九
巻
〉
丸
善
、
一
九
九
四
年
）
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愁し

ゅ
う眉び

を
開
き
つ
つ
あ
っ
た
。

　

都
立
大
で
の
予
言
が
、
そ
の
後
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
、
放
送
大
学
の
天
川
晃
氏
か
ら
、
放
送
大
学

の
テ
レ
ビ
科
目
で
初
め
て
「
日
本
政
治
史
」
の
授
業
を
作
る
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
担
当
し
な
い
か
と
い
う
誘
い
を
受
け
て
の
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こ
と
で
あ
っ
た
（
天
川
晃
・
御
厨
貴
『
日
本
政
治
史
　

―
　

20
世
紀
の
日
本
政
治
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
三
年
）。
テ
レ
ビ
で

流
す
放
送
教
材
を
先
に
作
っ
て
か
ら
印
刷
教
材
を
作
る
と
い
う
習
慣
は
、
こ
こ
で
身
に
つ
い
た
。
放
送
大
学
で
は
、
印
刷
教

材
が
先
で
放
送
教
材
は
後
と
い
う
や
り
方
を
常
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
印
刷
教
材
が
主
で
、
放
送
教
材
は
従
と
い
う
伝
統
的

な
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
御
厨
は
、
こ
れ
で
は
教
材
相
互
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
い
と
考
え
、
各
章
ご
と
で
異

な
る
思
わ
ぬ
味
わ
い
を
引
き
出
す
た
め
に
、
あ
く
ま
で
も
放
送
教
材
を
先
に
作
る
と
い
う
自
ら
の
や
り
方
を
貫
き
、
そ
れ
が

成
功
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
さ
て
、
そ
れ
か
ら
四
年
経
っ
た
後
、
御
厨
は
二
度
目
の
教
科
書
作
成
に
あ
た
っ
て
、
牧
原
を
誘

っ
た
。
天
川
・
御
厨
・
牧
原
の
三
人
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
作
成
し
た
教
科
書
は
、
六
年
間
使
わ
れ
た
（
天
川
晃
・
御
厨
貴
・
牧

原
出
『
日
本
政
治
外
交
史
　

―
　

転
換
期
の
政
治
指
導
』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
〇
七
年
）。
そ
の
六
年
が
過
ぎ
よ
う
と
す
る
頃
、

二
〇
一
一
年
に
天
川
氏
が
放
送
大
学
を
定
年
退
職
し
、
一
二
年
に
は
御
厨
が
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東

大
先
端
研
）
を
同
じ
く
定
年
退
職
し
て
放
送
大
学
へ
、
さ
ら
に
一
三
年
に
は
牧
原
が
東
北
大
学
か
ら
東
大
先
端
研
へ
と
異
動

し
た
。
こ
う
し
た
三
人
の
玉
突
き
人
事
が
契
機
と
な
っ
て
、
天
川
氏
を
顧
問
格
と
し
な
が
ら
、
御
厨
・
牧
原
に
よ
る
「
日
本

政
治
史
」
へ
の
三
度
目
の
挑
戦
が
な
っ
た
。
こ
の
三
度
目
の
教
科
書
も
、
二
〇
一
三
年
か
ら
六
年
間
使
わ
れ
た
（
御
厨
貴
・

牧
原
出
『
日
本
政
治
外
交
史
〔
改
訂
版
〕』
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
二
〇
一
三
年
）。
さ
す
が
に
三
度
目
の
正
直
と
は
よ
く
言
っ
た

も
の
で
、
印
刷
教
材
、
放
送
教
材
と
も
に
満
足
の
い
く
レ
ベ
ル
に
到
達
し
た
よ
う
に
思
う
。

　

有
斐
閣
が
「
日
本
政
治
史
」
の
教
科
書
を
依
頼
し
て
き
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
だ
っ
た
の
で
、
放
送
大
学
で
の
授
業

が
閉
講
す
る
ま
で
六
年
間
待
っ
て
も
ら
っ
た
。
従
来
、
放
送
大
学
の
教
材
を
一
般
書
籍
化
す
る
場
合
、
対
象
と
な
る
の
は
印

刷
教
材
に
限
ら
れ
、
折
角
の
放
送
教
材
は
そ
れ
っ
き
り
お
目
見
え
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
我
々
二
人
は
、
オ
ー
ラ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
経
験
か
ら
映
像
が
な
く
て
も
放
送
教
材
は
十
分
に
話
し
言
葉
で
通
ず
る
と
考
え
、
最
初
の
数
回
を
、
オ

ー
ラ
ル
の
テ
ー
プ
起
こ
し
の
プ
ロ
集
団
に
依
頼
し
、
話
し
言
葉
で
の
実
験
版
を
作
っ
て
み
た
。
結
果
は
、
こ
れ
は
い
け
る
と
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い
う
判
断
に
な
っ
た
。
印
刷
教
材
で
は
ど
う
し
て
も
伝
え
き
れ
な
い
歴
史
の
「
気
分
」
や
「
時
代
感
覚
」
に
つ
い
て
は
、
放

送
教
材
の
二
人
の
対
話
の
「
味
」
か
ら
理
解
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
八
年
度
で
放
送
大
学
の
授
業

が
閉
講
と
な
る
や
、
有
斐
閣
の
編
集
者
の
岩
田
拓
也
氏
に
放
送
教
材
の
話
し
言
葉
で
の
文
字
起
こ
し
を
頼
み
、
一
年
を
か
け

て
、
そ
れ
が
完
成
し
た
。
こ
こ
ま
で
き
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
編
集
作
業
に
入
る
に
至
っ
た
。
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇

二
〇
年
に
、
三
者
の
テ
キ
ス
ト
づ
く
り
は
最
終
段
階
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
本
書
の
構
成
の
あ
り
方
と
読
み
方
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
本
書
の
扱
う
範
囲
は
、
ま
さ
に
近
代
一
五
〇
年
、
明

治
維
新
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
一
年
ま
で
で
あ
る
。「
日
本
政
治
史
」
の
領
域
は
時
間
も
空
間
も
ど
ん
ど
ん
広
が
る
ば
か

り
だ
。
今
か
ら
半
世
紀
前
、
御
厨
が
東
京
大
学
法
学
部
で
聴
い
た
「
日
本
政
治
外
交
史
」
の
講
議
で
は
、
幕
末
・
維
新
期
か

ら
始
ま
り
日
露
戦
争
後
ま
で
で
止
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
五
十
年
で
、
少
し
ず
つ
そ
の
範
囲
を
今
の
時
代
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で

進
め
て
き
た
。
本
書
で
は
、
戦
前
期
に
六
章
分
、
戦
後
・
昭
和
期
に
六
章
分
、
平
成
期
に
四
章
分
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
最

後
の
第
16
章
は
、
本
書
の
基
と
な
っ
た
放
送
大
学
教
材
に
は
な
く
、
今
回
の
編
集
過
程
で
追
加
し
た
。
そ
の
章
の
対
話
編
は
、

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
御
厨
と
牧
原
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
話
す
る
か
た
ち
で
収
録

さ
れ
た
（
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
収
録
）。

　

本
書
は
結
構
な
ペ
ー
ジ
数
が
あ
る
し
、
ど
う
読
み
進
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
各
章
い
ず
れ
も
書
き
言
葉
の
通
史
編
と
、

話
し
言
葉
の
対
話
編
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
筋
だ
け
を
と
に
か
く
手
っ
取
り
早
く
つ
か
み
た
い
と
い
う
場
合
は
、
通
史
編
の

通
読
だ
け
で
十
分
だ
ろ
う
。
歴
史
の
「
多
様
性
」
と
か
「
匂
い
」
と
か
「
手
ざ
わ
り
感
覚
」
と
か
、
そ
の
余
白
の
部
分
を
十

分
に
味
わ
い
た
い
向
き
に
は
、
対
話
編
の
味
読
が
お
す
す
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
内
容
の
理
解
を
深
め
た
い
人
は
、
各
章
の

「
参
考
文
献
」、
そ
れ
か
ら
こ
の
十
年
の
新
刊
書
に
手
を
伸
ば
し
た
い
人
に
は
、
巻
末
の
「
読
書
案
内
」
に
あ
た
っ
て
み
て
も
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ら
い
た
い
。

　

で
は
、
令
和
の
時
代
か
ら
先
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
御
厨
も
牧
原
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
今
の
政
治

を
評
し
論
ず
る
機
会
が
多
い
の
で
、
そ
れ
を
見
て
も
ら
う
と
、
こ
の
先
の
一
手
が
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
日
本
政
治
史
」
と
言
い
な
が
ら
、
な
ぜ
「
今
」
を
わ
か
り
た
い
と
求
め
る
の
か
。
な
ぜ
「
未
来
」
を
確
認
し
た
い
と
欲

す
る
の
か
。
そ
れ
は
平
成
三
十
年
間
に
起
き
た
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
の
構
造
的
変
動
の
行
く
末
が
未
だ
に
見
え
な
い
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
戦
前
期
は
「
富
国
強
兵
」
と
「
脱
亜
入
欧
」、
戦
後
・
昭
和
期
は
「
戦
後
復
興
」
と
「
高
度
成
長
」
の

よ
う
に
、
時
代
を
画
す
る
言
葉
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
。
だ
が
、
平
成
の
三
十
年
は
ど
う
だ
。
一
つ
に
は
「
自
然
災
害
」

多
発
の
時
代
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
も
実
は
、
二
〇
一
一
年
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
災
後
」
の
時
代
の
前
後

で
わ
け
ら
れ
る
の
か
否
か
。
さ
ら
に
、
御
厨
が
同
時
代
を
「『
戦
後
』
が
終
わ
り
『
災
後
』
が
始
ま
る
」
と
規
定
し
た
通
り

だ
っ
た
の
か
否
か
。

　

し
か
も
平
成
の
天
皇
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
を
機
に
国
民
、
被
災
者
に
寄
り
添
う
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
、
そ
の
成
功
体
験
の
上
に
一
六
年
、「
天
皇
退
位
」
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
、
自
ら
の
判
断
通
り
、
退
位
に
よ
る

平
成
の
幕
引
き
を
決
行
し
て
し
ま
っ
た
。
強
制
的
に
遮
断
さ
れ
た
平
成
の
後
に
、
令
和
が
元
号
と
な
る
時
代
が
幕
を
明
け
た
。

し
か
し
自
然
災
害
は
収
ま
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
令
和
の
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が
日
本
を
、
そ
し
て
世
界

を
襲
う
よ
う
に
な
っ
た
。
政
治
的
に
は
平
成
の
政
治
改
革
、
行
政
改
革
は
思
う
よ
う
な
果
実
を
も
た
ら
さ
ず
、
再
び
自
民
党

長
期
政
権
の
時
代
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
以
前
よ
り
も
も
っ
と
分
断
と
対
立
を
明
確
に
し
、
言
葉
に
よ
る

政
治
を
喪
失
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
こ
は
か
と
な
い
不
安
に
陥
り
な
が
ら
、
日
本
国
民
は
先
の
見
え
ぬ
構
造
的
変
革
の
進
む
中
、
た
だ
た
だ
佇た

た
ずん

で
い
る
現



　　vi

状
に
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
不
安
で
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
い
あ
な
た
に
、
我
ら
の
「
日
本
政
治
史
」
は
、
そ
っ
と
さ
さ

や
く
で
あ
ろ
う
。

　

落
ち
着
い
て
こ
の
国
の
近
代
の
歴
史
を
繙ひ

も
とい

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
国
の
政
治
社
会
を
リ
ー
ド
し
た
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
生
き
方
に
ふ
れ
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
こ
の
国
が
変
動
と
安
定
の
周
期
を
繰
り
返

す
中
に
あ
っ
て
、
常
に
変
わ
る
も
の
と
、
変
わ
ら
ざ
る
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
探
り
当
て
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
を
わ
か
る
こ
と
、
未
来
へ
の
展
望
を
見
出
す
こ
と
。
そ
れ
に
は
歴
史
的
思
考
を
強
靱
な
も
の
に
し
て
い
く
し
か
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
あ
、
我
々
二
人
の
案
内
す
る
「
日
本
政
治
史
」
の
航
海
に
、
常
に
批
判
的
精
神
を
失
う
こ
と
な
く
、
思
い
切
っ
て
乗
り

出
し
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二
〇
二
一
年
一
月

コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に
あ
っ
て

御
厨
　
貴

牧
原
　
出
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95　　一　桂太郎内閣の成立

第

4
章　
日
露
戦
争
と
大
正
政
変

目
標
＆
ポ
イ
ン
ト

　
日
露
戦
争
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
へ
の
影
響
力
を
確
保
し
た
日
本
は
、
藩
閥
政
治
家
の
桂
太
郎
と
政
友
会
と

の
安
定
し
た
政
権
授
受
の
時
代
を
迎
え
る
。
こ
れ
が
、
大
正
政
変
に
よ
っ
て
崩
れ
る
過
程
を
追
跡
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　
桂
園
時
代
　
　
西
園
寺
公
望
　
　
原
敬
　
　
立
憲
同
志
会
　

一
　
桂
太
郎
内
閣
の
成
立

　

一
九
〇
一
年
五
月
、
第
四
次
伊
藤
博
文
内
閣
の
総
辞
職
後
、
元
老
会
議
が
開
催
さ
れ
、
井
上
馨
に
組
閣
命
令
が
下
っ
た
が
、

蔵
相
・
陸
相
人
事
が
不
調
に
終
わ
り
、
井
上
は
組
閣
を
あ
き
ら
め
た
。
伊
藤
へ
の
情
報
提
供
者
で
あ
っ
た
伊い

東と
う

巳み

代よ

治じ

は
、

政
権
維
持
に
熱
意
を
燃
や
す
政
友
会
を
配
下
に
し
た
が
え
た
伊
藤
が
再
度
組
閣
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
る
と
観
察
し
な
が
ら

も
、
い
よ
い
よ
首
相
は
、
憲
法
制
定
時
の
閣
僚
か
ら
「
第
二
流
」
の
次
世
代
へ
と
移
行
す
る
と
き
が
来
た
と
見
て
い
た
。
年

齢
・
経
験
か
ら
最
有
力
候
補
で
あ
っ
た
元
陸
相
の
桂
太
郎
は
、
山
県
有
朋
邸
で
元
老
会
議
の
結
果
を
聞
く
前
に
伊
東
の
も
と
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に
立
ち
寄
っ
た
。
伊
東
は
桂
に
こ
う
語
っ
た
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
『
翠
雨
荘
日
記
』、
一
九
〇
一
年
五
月
二
十
三
日

条
）。　

元
老
等
が
今
日
に
至
る
ま
で
国
家
を
玩
弄
し
て
其
責
を
第
二
流
に
譲
ら
ん
と
す
る
も
、
決
し
て
其
手
に
乗
せ
ら
る
ゝ
如
き

愚
を
為
さ
ず
し
て
、
遠
か
ら
ず
気
運
の
来
る
を
待
ち
、
決
し
て
今
回
の
勧
誘
に
応
ず
べ
か
ら
ず
。
老
兄
万
一
に
も
元
老
に
逼

迫
せ
ら
れ
余
儀
な
く
引
受
く
る
こ
と
あ
る
も
余
は
断
じ
て
其
列
に
加
る
こ
と
を
欲
せ
ず
。
実
に
今
日
は
元
老
と
少
壮
と
の
関

ケ
原
な
れ
ば
努
め
て
鋭
鋒
を
露
出
す
る
こ
と
を
避
け
、
飽
ま
で
元
老
等
を
尊
重
し
て
元
老
等
の
間
に
善
後
の
手
段
を
盡
さ
し

め
結
局
其
無
能
を
天
下
に
表
白
す
る
に
至
り
、
人
心
悉
く
元
老
に
去
り
て
第
二
流
の
奮
起
を
促
す
の
輿
論
天
下
に
喧
伝
す
る

に
至
り
始
め
て
考
慮
を
費
す
べ
し
。

　

桂
は
伊
藤
の
再
起
を
促
し
、
伊
藤
と
懇
談
す
る
が
、
桂
の
政
権
担
当
欲
を
察
知
し
た
伊
藤
は
、
天
皇
に
拝
謁
し
た
と
き
、

桂
を
推
薦
し
た
。
こ
う
し
て
「
善
後
の
手
段
」
が
つ
き
た
元
老
は
、「
第
二
流
」
の
世
代
へ
首
相
を
譲
る
こ
と
と
な
る
。
桂

は
、
蔵
相
に
曾そ

禰ね

荒あ
ら

助す
け

、
司
法
相
に
清き

よ

浦う
ら

奎け
い

吾ご

、
農
商
相
に
平
田
東
助
な
ど
主
要
大
臣
を
山
県
系
官
僚
で
固
め
た
内
閣
を
発

足
さ
せ
た
。

　

長
州
出
身
の
陸
軍
軍
人
で
、
維
新
後
早
く
に
プ
ロ
イ
セ
ン
に
留
学
し
て
軍
事
制
度
の
研
究
を
進
め
、
帰
国
後
は
軍
制
面
で

の
要
職
を
歴
任
し
て
第
一
議
会
時
に
は
陸
軍
次
官
と
し
て
政
府
委
員
を
務
め
て
議
会
対
策
の
前
面
に
立
ち
、
第
三
次
伊
藤
内

閣
以
降
陸
相
に
就
任
し
、
第
二
次
山
県
内
閣
で
は
山
県
の
右
腕
と
し
て
憲
政
党
と
の
交
渉
を
引
き
受
け
た
桂
は
、
軍
事
作
戦

の
指
揮
者
と
い
う
よ
り
は
軍
政
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
雑
誌
『
太
陽
』
の
記
者
で
あ
っ
た
鳥と

谷や

部べ

春し
ゅ
ん

汀て
い

は
組
閣
直
後
に
こ

う
桂
を
評
し
た
（
鳥
谷
部
春
汀
『
明
治
人
物
小
観
』
博
文
館
、
一
九
〇
二
年
、
二
一
八
～
二
一
九
頁
）。

　

子
〔
桂
子
爵
を
指
す
　

―
　

引
用
者
注
〕
は
武
骨
一
片
の
軍
人
に
あ
ら
ず
し
て
、
政
治
家
た
る
の
才
能
あ
り
。
而
も
其
の
八

面
玲
瓏
、
円
転
融
通
の
資
質
頗
る
伊
藤
侯
に
類
す
る
所
あ
る
を
以
て
、
侯
は
其
の
人
物
を
愛
し
て
多
少
の
優
遇
を
寄
与
し
た
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る
は
即
ち
之
れ
あ
ら
む
。
子
も
亦
侯
を
長
州
出
身
の
先
輩
と
し
て
、
伎
倆
あ
る
政
治
家
と
し
て
常
に
敬
重
の
意
を
失
は
ざ
ら

む
こ
と
を
勉
む
る
は
即
ち
之
れ
あ
ら
む
。
さ
れ
ど
其
の
政
治
的
関
係
は
、
山
県
侯
に
深
厚
な
る
だ
け
伊
藤
侯
に
は
冷
淡
な
る

可
く
、
隋
つ
て
子
の
内
閣
組
織
に
同
情
を
表
す
る
も
の
は
伊
藤
侯
に
あ
ら
ず
し
て
山
県
侯
な
り
。

　

野
党
と
な
っ
た
政
友
会
は
、
伊
藤
総
裁
の
指
示
が
代
議
士
に
及
ば
ず
、
尾
崎
行
雄
、
松
田
正
久
、
原
敬
ら
幹
部
は
政
府
と

対
決
す
る
方
針
で
あ
っ
た
が
、
予
算
審
議
に
あ
た
っ
て
妥
協
派
が
桂
に
切
り
崩
さ
れ
、
党
と
し
て
政
府
と
の
妥
協
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
一
九
〇
二
年
の
任
期
満
了
の
衆
議
院
総
選
挙
で
、
政
友
会
が
過
半
数
議
席
を
維
持
す
る
と
、
桂
は
地
租
増
徴
を

掲
げ
て
こ
れ
と
対
立
し
、
さ
ら
に
十
二
月
に
衆
議
院
を
解
散
し
た
も
の
の
、
翌
年
三
月
の
総
選
挙
で
も
議
席
は
ほ
と
ん
ど
変

化
が
な
か
っ
た
。
桂
は
伊
藤
に
譲
歩
す
る
が
、
政
友
会
内
部
で
は
尾
崎
ら
伊
藤
を
見
限
っ
た
議
員
が
次
々
と
脱
党
し
て
い
く
。

伊
藤
は
政
党
組
織
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
え
ず
、
山
県
・
桂
の
構
想
に
従
い
、
枢
密
院
議
長
に
転
出
し
た
。
代
わ
っ
て
政
友
会

総
裁
に
就
任
し
た
の
は
、
西
園
寺
公
望
で
あ
っ
た
。
憲
政
本
党
は
大
隈
が
総
理
を
務
め
て
い
た
が
、
議
席
数
は
政
友
会
に
劣

り
、
大
隈
に
は
元
老
か
ら
の
支
持
も
な
く
、
首
相
に
奏
薦
さ
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
藩
閥
は
伊
藤
・
山
県
・

井
上
と
協
調
し
う
る
桂
が
代
表
し
、
議
会
は
松
田
・
原
に
支
え
ら
れ
た
西
園
寺
の
政
友
会
が
お
さ
え
る
体
制
が
安
定
的
に
継

続
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
日
英
同
盟
の
締
結
と
日
露
戦
争

　

大
陸
で
は
、
第
二
次
山
県
内
閣
時
代
の
一
九
〇
〇
年
に
排
外
運
動
の
義
和
団
事
件
が
広
が
り
、
こ
れ
を
背
景
に
清
は
列
強

に
宣
戦
布
告
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
と
並
ん
で
日
本
も
出
兵
し
て
乱
を
鎮
圧
し
、
清
と
北

京
議
定
書
を
結
ん
だ
。
し
か
し
、
影
響
力
の
維
持
を
図
る
ロ
シ
ア
は
、
満
州
で
の
軍
の
駐
留
を
継
続
し
、
日
本
に
強
い
脅
威
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を
与
え
た
。
す
で
に
日
清
戦
争
後
の
三
国
干
渉
に
よ
り
日
本
が
返
還
し
た
旅
順
を
、
ロ
シ
ア
は
租
借
し
て
お
り
、
陸
海
軍
を

満
州
地
域
に
展
開
さ
せ
て
い
た
た
め
に
、
そ
の
脅
威
は
よ
り
深
刻
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
桂
内
閣
は
、
第
四
次
伊
藤
内
閣
の
下
で
準
備
交
渉
が
開
始
さ
れ
て
い
た
日
英
同
盟
の
交
渉
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
態
度
が
曖あ

い

昧ま
い

で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
九
〇
一
年
九
月
に
伊
藤
を
ロ
シ
ア
に
派
遣
し
、
日
露
協
商
の
締

結
も
同
時
に
進
め
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
だ
が
、
十
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
が
日
英
同
盟
草
案
を
手
交
し
た
た
め
に
、
交
渉
は
急

速
に
進
展
し
、
十
二
月
の
元
老
会
議
は
同
盟
案
を
承
認
し
、
〇
二
年
一
月
に
同
盟
協
約
は
発
効
し
た
。
締
約
国
の
一
方
が
他

の
一
国
と
交
戦
す
る
場
合
に
、
他
方
の
締
約
国
は
中
立
を
維
持
し
、
二
国
以
上
と
交
戦
す
る
場
合
は
参
戦
す
る
と
い
う
内
容

で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、
日
露
関
係
は
、
一
九
〇
二
年
四
月
に
ロ
シ
ア
が
満
州
か
ら
の
撤
兵
を
清
と
の
間
で
了
解
す
る
こ
と
で
一
度
は
緊

張
緩
和
に
至
る
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
は
十
月
に
第
一
次
撤
兵
を
終
え
た
も
の
の
、
〇
三
年
四
月
に
予
定
し
て
い
た
撤
兵
を
行
わ

ず
、
日
露
関
係
は
再
度
緊
迫
化
し
た
。
四
月
二
十
一
日
、
京
都
の
山
県
の
別
邸
無む

鄰り
ん

菴あ
ん

で
、
山
県
、
伊
藤
、
桂
、
小
村
寿
太

郎
外
相
の
四
人
で
今
後
の
日
露
交
渉
に
関
し
て
、
朝
鮮
に
つ
い
て
は
ロ
シ
ア
に
譲
歩
せ
ず
に
「
日
本
の
優
越
権
」
を
主
張
し
、

ロ
シ
ア
の
満
州
へ
の
「
優
越
権
」
も
そ
れ
と
同
等
程
度
ま
で
は
認
め
る
と
い
う
方
針
を
確
定
し
た
。
そ
し
て
六
月
に
、
伊
藤
、

山
県
、
大
山
巌
、
松
方
、
井
上
の
元
老
五
名
と
、
桂
首
相
、
外
相
、
陸
相
、
海
相
で
御
前
会
議
が
開
催
さ
れ
、
対
露
交
渉
方

針
を
確
定
さ
せ
た
の
ち
に
、
桂
は
内
閣
総
辞
職
を
決
め
、
参
内
の
う
え
、
天
皇
に
辞
表
を
奏
呈
し
た
。
山
県
か
伊
藤
が
首
相

と
な
り
、
交
渉
に
当
た
る
べ
き
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
問
題
は
元
老
と
党
総
裁
を
兼
ね
た
伊
藤
に
あ
っ
た
（
宮
内
庁

『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
、
四
六
三
～
四
六
四
頁
、
一
九
〇
三
年
七
月
一
日
条
）。

　

若
し
夫
れ
日
露
交
渉
の
事
始
ま
る
に
及
び
て
、
政
友
会
が
猶
従
前
の
態
度
を
持
し
て
改
む
る
こ
と
な
く
ば
、
其
の
一
政
党



99　　二　日英同盟の締結と日露戦争

の
態
度
は
敢
へ
て
意
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
も
、
総
裁
侯
爵
伊
藤
博
文
の
、
時
に
元
老
と
し
て
、
時
に
党
首
と
し
て
、
或
は
政

府
を
援
く
る
も
の
の
如
く
、
或
は
然
ら
ざ
る
も
の
の
如
く
、
常
に
政
界
を
牽
制
す
べ
き
を
以
て
、
到
底
万
全
に
対
露
交
渉
の

進
行
を
図
る
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
一
た
び
之
れ
が
実
行
に
入
ら
ば
、
即
ち
戦
争
は
避
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
予
測
せ
ざ

る
べ
か
ら
ず
、
事
茲
に
臨
み
て
、
蕭し

ょ
う

蕭し
ょ
う

相
鬩せ

め

ぐ
如
き
は
、
啻た

だ

に
一
国
の
体
面
を
傷
つ
く
る
の
み
な
ら
ず
、
延
い
て
国
家
の

安
危
に
関
す
る
や
大
な
り
。

　

天
皇
は
桂
の
辞
職
を
認
め
ず
、
伊
藤
に
枢
密
院
議
長
と
な
る
よ
う
内
旨
を
与
え
た
。
伊
藤
は
、
元
老
が
皆
、
枢
密
院
に
入

る
こ
と
を
条
件
に
受
諾
し
た
。
桂
は
、
こ
う
し
て
元
老
の
支
持
を
固
め
た
う
え
で
、
対
露
交
渉
に
臨
ん
だ
。
在
野
で
は
、
八

月
に
対
露
同
志
会
が
結
成
さ
れ
、
ロ
シ
ア
を
満
州
か
ら
駆
逐
す
べ
き
と
す
る
強
硬
論
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
交
渉
で
は
、
ロ

シ
ア
は
満
州
問
題
を
議
題
と
せ
ず
、
韓
国
問
題
の
み
交
渉
の
対
象
と
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
四
年

二
月
に
日
本
は
宣
戦
布
告
し
、
日
露
戦
争
が
開
戦
し
た
の
で
あ
る
。

　

戦
争
は
、
仁じ

ん

川せ
ん

に
上
陸
し
た
陸
軍
が
鴨お

う

緑り
ょ
く

江こ
う

を
越
え
て
満
州
に
進
軍
し
、
遼
陽
、
沙
河
で
勝
利
し
、
苦
戦
し
て
い
た
旅

順
も
陥
落
さ
せ
て
、
奉
天
会
戦
で
勝
利
を
収
め
た
の
ち
、
膠こ

う

着ち
ゃ
く

状
態
と
な
っ
た
。
海
軍
は
、
黄
海
海
戦
で
勝
利
し
、
旅
順

陥
落
に
よ
っ
て
太
平
洋
艦
隊
を
壊
滅
さ
せ
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
も
日
本
海
海
戦
で
撃
破
し
た
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
セ
オ
ド

ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
講
和
の
仲
介
を
依
頼
し
、
そ
の
勧
告
を
ロ
シ
ア
皇
帝
も
受
諾
し
て
、
一
九
〇
五
年
八
月
に

ポ
ー
ツ
マ
ス
で
講
和
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
は
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
韓
国
へ
の
指
導
権
を
ロ
シ
ア
に
認
め
さ
せ
、
旅

順
・
大
連
の
租
借
権
を
得
、
長
春
以
南
の
鉄
道
の
譲
渡
を
受
け
た
。
ま
た
、
南
樺
太
を
譲
渡
さ
せ
て
、
か
ろ
う
じ
て
領
土
も

割
譲
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
戦
死
者
数
八
万
四
〇
〇
〇
人
、
臨
時
戦
費
一
八
億
円
は
、
日
清
戦
争
の
戦
死
者
数
一
万
三
〇

〇
〇
人
、
臨
時
戦
費
二
億
円
と
比
べ
て
桁
違
い
で
あ
り
、
日
本
が
総
力
を
あ
げ
た
戦
争
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
賠
償
金
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
国
内
世
論
は
沸
騰
し
、
日
比
谷
公
園
で
行
わ
れ
た
抗
議
集
会
は
群
衆
が
暴
徒
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化
し
た
騒
乱
と
な
っ
た
。
以
後
も
、
東
京
市
の
電
車
賃
値
上
げ
反
対
・
電
車
会
社
合
併
反
対
運
動
、
営
業
税
反
対
運
動
な
ど

都
市
騒そ

う

擾じ
ょ
うが

相
次
い
だ
。
第
三
次
桂
内
閣
を
倒
し
た
護
憲
（
憲
政
擁
護
）
運
動
も
、
こ
う
し
た
都
市
民
の
抗
議
行
動
の
延
長

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
桂
園
時
代

　

桂
首
相
は
、
戦
争
中
か
ら
原
に
対
し
て
辞
任
後
の
後
任
を
西
園
寺
と
す
る
意
向
を
伝
え
て
い
た
が
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
会
議
か

ら
小
村
外
相
が
帰
国
し
た
後
、
桂
は
原
に
対
し
て
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
に
議
会
を
召
集
し
た
の
ち
、
首
相
を
辞
任
し
、
後

任
に
政
友
会
総
裁
の
西
園
寺
を
奏
薦
す
る
意
向
を
伝
え
た
（
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
福
村
出
版
、
一
九
六
五
年
、
一

五
二
頁
、
一
九
〇
五
年
十
月
六
日
条
）。
桂
は
、
〇
六
年
度
予
算
の
骨
格
を
固
め
た
後
に
辞
任
し
た
。
そ
し
て
西
園
寺
に
大
命
が

降
下
し
、
司
法
相
に
松
田
、
内
相
に
原
と
い
う
政
友
会
幹
部
に
支
え
ら
れ
た
内
閣
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

西
園
寺
公
望
は
、
一
八
四
九
年
、
権
中
納
言
徳
大
寺
公
純
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
西
園
寺
家
に
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
。

徳
大
寺
家
も
西
園
寺
家
も
摂
家
に
次
ぐ
清
華
家
に
属
す
る
名
門
の
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
幕
末
の
動
乱
の
中
で
血
気
に
は
や
る

西
園
寺
は
、
公
家
の
伝
統
に
飽
き
た
ら
ず
、
岩
倉
具
視
に
認
め
ら
れ
て
、
戊
辰
戦
争
で
は
山
陰
・
北
陸
・
会
津
で
の
戦
闘
に

従
軍
し
た
。
戦
後
ま
も
な
く
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
パ
リ
大
学
法
学
部
で
フ
ラ
ン
ス
法
を
学
び
、
十
年
滞
在
し
た
の
ち
に
帰

国
し
た
。
そ
の
後
、
伊
藤
の
憲
法
調
査
の
た
め
の
訪
欧
に
同
行
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
、
ド
イ
ツ
公
使
を
務
め
、
帰
国
後

は
、
貴
族
院
議
員
と
な
る
か
た
わ
ら
、
民
法
な
ど
の
法
典
整
備
に
尽
力
し
、
外
相
・
文
相
を
経
て
、
政
友
会
の
結
成
に
参
画

し
た
。
岩
倉
や
貴
族
院
議
長
を
務
め
た
近こ

の

衛え

篤あ
つ

麿ま
ろ

の
次
世
代
の
華
族
出
身
政
治
家
と
し
て
期
待
さ
れ
、
国
際
経
験
豊
か
な
自

由
主
義
者
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
政
治
的
野
心
に
つ
い
て
は
、
桂
や
原
と
比
べ
る
と
、
ほ
と
ん
ど
な
き
が
如
く
で
あ
っ
た
。
原
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は
日
記
の
中
で
、
自
分
の
具
申
に
従
わ
な
い
西
園
寺
を
し
ば
し
ば
罵
倒
す
る
。
た
と
え
ば
第
一
次
内
閣
の
総
辞
職
を
西
園
寺

が
原
に
通
告
し
た
と
き
、
原
は
西
園
寺
を
「
意
思
案
外
強
固
な
ら
ず
、
且
つ
注
意
粗
に
し
て
往
々
誤
あ
り
」
と
評
し
た
（
同

右
、
三
〇
九
頁
、
一
九
〇
八
年
六
月
二
十
七
日
条
）。
西
園
寺
自
身
は
、
第
二
次
内
閣
を
総
辞
職
し
た
と
き
を
振
り
返
り
、「
強
い

て
や
れ
ば
わ
た
し
も
ま
だ
や
れ
な
い
こ
と
は
な
か
つ
た
ろ
う
が
、
何
か
や
る
に
は
多
少
の
余
裕
を
残
す
方
が
よ
い
と
い
う
の

が
、
わ
た
し
の
平
生
の
考
え
方
だ
か
ら
、
固
執
は
し
な
か
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
木
村
毅
編
『
西
園
寺
公
望
自
傳
』
講
談
社
、

一
九
四
九
年
、
一
四
六
頁
）。
西
園
寺
は
、
原
を
「
吾
々
が
書
画
を
た
の
し
む
よ
う
に
、
金
に
接
す
る
の
が
す
き
で
あ
つ
た
」

と
評
し
、
続
け
て
党
の
会
計
に
つ
い
て
は
「
鉛
筆
で
丹
念
に
出
納
を
書
い
て
出
す
」
と
述
べ
（
同
右
、
一
七
〇
頁
）、
原
が
政

治
資
金
を
集
め
、
使
う
と
い
う
職
業
政
治
家
と
し
て
の
役
割
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
し
か
し
、
西
園

寺
は
と
言
え
ば
、
古
書
収
集
、
篆て

ん

刻こ
く

、
詩
作
、
盆
栽
、
い
ず
れ
も
趣
味
に
興
じ
た
も
の
の
、「
半
上
落
下
で
何
事
に
も
徹
底

し
な
い
」
と
回
顧
す
る
（
同
右
、
二
〇
七
頁
）。
西
園
寺
は
、
政
治
で
あ
れ
趣
味
で
あ
れ
、
何
か
に
徹
底
す
る
こ
と
自
体
を
忌

避
し
て
い
た
。
そ
れ
が
彼
に
と
っ
て
の
自
由
で
あ
っ
た
。
孫
の
西
園
寺
公
一
は
、
晩
年
の
公
望
に
つ
い
て
「
物
事
を
あ
く
ま

で
も
冷
静
に
考
え
る
合
理
主
義
者
で
あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ
か
ら
の
、
火
の
よ
う
に
激
し
い
、
厳
し
い
性
格
を
内
面
に
包
蔵
は

し
て
い
る
の
だ
が
、
感
情
に
動
か
さ
れ
て
、
そ
れ
が
外
面
に
現
わ
れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
。
た
だ
、
自
分
の
合
理
主
義
と

背
反
す
る
も
の
と
直
面
し
た
場
合
に
の
み
、
時
と
し
て
、
そ
の
激
し
さ
と
、
厳
し
さ
と
が
、
思
い
も
か
け
な
い
爆
発
力
を
現

わ
す
こ
と
が
あ
る
…
…
（
中
略
）
…
…
偏
狭
な
老
人
で
は
な
い
。
お
よ
そ
偏
狭
な
も
の
は
嫌
い
な
の
だ
」
と
観
察
し
た
（
西

園
寺
公
一
『
貴
族
の
退
場
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
五
年
、
一
六
二
～
一
六
三
頁
）。「
偏
狭
」
に
「
余
裕
」
は
な
い
。
政
権
の

維
持
に
決
定
的
な
局
面
で
、
権
力
へ
の
執
着
に
「
偏
狭
」
さ
を
嗅
ぎ
つ
け
る
西
園
寺
は
、
藩
閥
の
自
己
防
衛
か
ら
も
、
政
党

の
勢
力
拡
張
か
ら
も
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
辞
職
を
選
ぶ
。

　

第
一
次
西
園
寺
内
閣
は
、
桂
内
閣
の
財
務
次
官
で
あ
っ
た
阪
谷
芳
郎
を
蔵
相
と
し
て
、
桂
内
閣
の
方
針
を
引
き
継
い
だ
。
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す
で
に
帝
国
議
会
が
開
会
中
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
〇
六
年
度
予
算
は
前
内
閣
下
で
作
成
さ
れ
た
予
算
案
を
ほ
ぼ
継
承
し
、

鉄
道
国
有
化
法
案
を
可
決
さ
せ
、
日
露
戦
後
経
営
の
柱
で
あ
る
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
を
発
足
さ
せ
た
。

　

だ
が
、
原
内
相
は
、
従
来
の
内
務
行
政
の
改
革
に
意
欲
的
で
あ
り
、
次
官
、
警
視
総
監
、
地
方
局
長
に
、
の
ち
に
政
友
会

系
と
な
る
官
僚
を
抜ば

っ

擢て
き

し
、
警
視
庁
改
革
に
よ
っ
て
警
視
庁
内
の
人
事
を
刷
新
し
、
さ
ら
に
知
事
・
事
務
官
の
一
部
に
休
職

を
命
ず
る
な
ど
大
規
模
な
異
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
町
村
と
府
県
の
間
に
位
置
し
て
い
た
郡
制
の
廃
止
を
進
め
よ
う
と
し
た
。

い
ず
れ
も
内
務
省
を
掌し

ょ
う

握あ
く

し
て
い
た
山
県
系
官
僚
へ
の
攻
勢
で
あ
っ
た
。
郡
制
廃
止
法
案
は
衆
議
院
を
通
過
し
た
も
の
の
、

貴
族
院
で
山
県
系
官
僚
が
反
対
に
回
り
否
決
さ
れ
た
が
、
原
は
「
全
く
縁
故
な
か
り
し
貴
族
院
が
斯
く
ま
で
動
き
且
つ
政
友

会
の
如
き
大
政
党
の
感
情
を
害
す
る
は
憲
政
の
為
め
に
不
可
な
り
と
の
議
論
を
生
じ
た
る
位
」
で
あ
る
と
観
察
し
（
前
掲

『
原
敬
日
記
』
第
二
巻
、
二
三
三
頁
、
一
九
〇
七
年
三
月
二
十
一
日
条
）、
さ
ら
な
る
貴
族
院
の
操
縦
の
強
化
を
内
心
に
期
し
た
の
で

あ
る
。

　

一
九
〇
七
年
に
内
閣
は
大
陸
政
策
の
基
本
方
針
を
次
々
と
定
め
た
。
四
月
に
元
帥
府
が
帝
国
国
防
方
針
を
決
定
し
て
内
閣

も
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
そ
れ
は
陸
軍
は
ロ
シ
ア
、
海
軍
は
ア
メ
リ
カ
を
仮
想
敵
国
と
し
、
陸
軍
は
平
時
の
二
五
師
団
へ
の

拡
張
を
、
海
軍
は
戦
艦
・
巡
洋
戦
艦
と
も
に
八
隻
を
建
艦
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
た
。
七
月
に
第
三
次
日
韓
協
約
を
締

結
し
、
従
来
日
本
が
掌
握
し
て
い
た
韓
国
の
外
交
方
針
に
つ
い
て
の
指
導
権
に
加
え
て
、
内
政
に
つ
い
て
も
実
権
を
獲
得
し

た
。
八
月
に
は
韓
国
の
軍
隊
を
解
散
さ
せ
、
〇
八
年
一
月
に
は
日
本
人
官
吏
を
各
省
の
次
官
級
職
に
任
命
し
た
。
ま
た
〇
七

年
七
月
に
は
、
第
一
次
日
露
協
約
を
締
結
し
、
満
州
に
分
界
線
を
設
定
し
て
勢
力
範
囲
を
相
互
に
承
認
し
、
日
本
の
韓
国
併

合
に
対
し
ロ
シ
ア
は
妨
害
・
干
渉
せ
ず
、
外
蒙
古
へ
の
ロ
シ
ア
の
特
殊
利
益
に
つ
い
て
日
本
は
承
認
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ

た
。

　

だ
が
、
一
九
〇
八
年
度
予
算
を
め
ぐ
っ
て
、
元
老
と
内
閣
は
激
し
く
衝
突
し
た
。
経
済
が
停
滞
す
る
中
で
歳
出
に
見
合
う
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歳
入
を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
生
じ
、
井
上
を
中
心
と
す
る
元
老
は
財
政
健
全
化
の
た
め
に
増
税
案
の
策
定
を
求
め
た
。

〇
八
年
五
月
の
衆
議
院
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
総
選
挙
を
控
え
て
、
西
園
寺
は
こ
れ
に
難
色
を
示
し
た
。
さ
ら
に
逓
相
か

ら
鉄
道
予
算
へ
の
増
額
要
求
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
閣
内
が
不
統
一
と
な
り
、
内
閣
は
い
っ
た
ん
総
辞
職
し
た
。
天
皇
は
、
蔵

相
・
逓
相
の
辞
任
の
み
認
め
、
内
閣
は
元
老
の
財
政
方
針
に
従
う
こ
と
で
再
度
、
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
元
老
と
桂
は
、
西
園
寺
内
閣
へ
の
不
信
を
強
め
て
西
園
寺
に
辞
任
を
求
め
た
。
五
月
の
総
選
挙
で
政
友
会
は
過
半
数
議

席
を
獲
得
し
た
が
、
六
月
に
は
西
園
寺
は
辞
意
を
松
田
と
原
に
伝
え
た
。
大
命
は
桂
に
降
下
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
桂
内
閣
は
、
蔵
相
を
桂
自
身
が
兼
任
し
、
内
相
に
か
つ
て
産
業
組
合
の
制
度
設
計
に
尽
力
し
て
農
村
振
興
に
関
心

の
深
か
っ
た
平
田
東
助
を
据
え
、
逓
相
に
満
鉄
総
裁
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
を
抜
擢
し
て
、
財
政
再
建
と
地
方
改
良
・
鉄
道
政

策
に
力
を
入
れ
た
。
地
方
改
良
と
し
て
は
、
町
村
の
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に
、
町
村
合
併
を
進
め
、
産
業
組
合
・
農

会
な
ど
を
設
立
す
る
こ
と
で
貯
蓄
励
行
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
の
道
徳
的
基
礎
と
し
て
組
閣
直
後
の
十
月
に
戊ぼ

申し
ん

詔
書
が

渙か
ん

発ぱ
つ

さ
れ
た
。
鉄
道
政
策
で
は
、
逓
信
省
か
ら
鉄
道
関
係
部
局
を
分
離
し
て
鉄
道
院
を
設
置
し
て
後
藤
を
総
裁
と
し
た
。
そ

こ
で
め
ざ
さ
れ
た
の
は
、
国
有
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
組
織
の
統
合
で
あ
り
、
さ
ら
に
幹
線
網
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
鉄
道
広

軌
化
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
内
政
の
基
盤
は
財
政
に
あ
る
。
桂
は
す
で
に
第
一
次
内
閣
時
代
か
ら
政
党
と
の
予
算
交
渉
会
を
設
け
て
、
そ
の

要
求
を
あ
ら
か
じ
め
取
り
入
れ
る
こ
と
で
円
滑
な
予
算
審
議
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
第
二
次
内
閣
で
は
自
ら
蔵
相
と
な
り
、

憲
政
の
基
軸
を
「
国
家
財
政
統
合
」
に
求
め
た
（
伏
見
岳
人
『
近
代
日
本
の
予
算
政
治
一
九
〇
〇-

一
九
一
四
年
　

―
　

桂
太
郎
の
政
治

指
導
と
政
党
内
閣
の
確
立
過
程
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）。
組
閣
後
の
一
九
〇
九
年
度
予
算
の
編
成
に
際
し
て
、
桂
は

政
友
会
の
み
な
ら
ず
諸
政
党
と
の
予
算
交
渉
会
を
開
い
た
。「
一
視
同
仁
」
を
標
榜
し
て
特
定
政
党
を
与
党
と
は
し
な
い
が
、

憲
政
本
党
を
中
心
に
非
政
友
会
系
政
党
の
合
同
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
憲
政
本
党
が
内
紛
で
混
乱
す
る
の
を
見
て
、
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桂
は
政
友
会
と
の
提
携
に
舵
を
切
っ
た
。
そ
し
て
、
翌
一
〇
年
度
予
算
で
は
、
桂
と
の
提
携
を
強
め
た
政
友
会
は
、
各
党
と

は
別
に
独
自
で
鉄
道
敷
設
要
求
を
政
府
に
提
議
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
予
算
成
立
後
に
非
政
友
会
系
政
党
は
合
同
し
て
立
憲

国
民
党
（
国
民
党
）
を
組
織
し
た
が
、
桂
は
政
友
会
と
の
提
携
を
変
更
し
な
か
っ
た
。

　

一
九
一
〇
年
に
桂
内
閣
は
韓
国
併
合
を
仕
上
げ
る
が
、
内
政
で
は
幸
徳
秋
水
ら
社
会
主
義
者
、
無
政
府
主
義
者
が
天
皇
暗

殺
を
企
て
た
と
す
る
大
逆
事
件
の
処
理
に
追
わ
れ
た
。
ま
た
、
桂
内
閣
は
一
一
年
度
予
算
の
編
成
に
際
し
て
鉄
道
広
軌
化
を

掲
げ
た
が
、
狭
軌
の
ま
ま
よ
り
広
範
囲
に
鉄
道
敷
設
を
要
求
し
た
政
友
会
内
の
意
向
に
配
慮
し
て
、
こ
れ
を
取
り
下
げ
た
。

こ
の
過
程
で
、
桂
は
、
政
友
会
と
本
格
的
に
提
携
し
、
一
一
年
に
は
政
権
を
西
園
寺
に
委
譲
す
る
意
向
を
政
友
会
に
伝
え
、

同
年
一
月
に
政
友
会
所
属
両
院
議
員
、
各
大
臣
・
次
官
の
出
席
す
る
午
餐
会
を
開
催
し
て
、
政
友
会
と
の
提
携
を
誓
っ
た
の

で
あ
る
。
八
月
に
桂
は
西
園
寺
を
推
し
て
辞
職
し
た
。
天
皇
は
、
元
老
に
諮
問
せ
ず
に
西
園
寺
に
組
閣
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
次
西
園
寺
内
閣
は
、
内
相
に
原
、
司
法
相
に
松
田
と
い
う
人
事
の
骨
格
は
崩
さ
な
か
っ
た
が
、
蔵
相
に
は
勧
業
銀
行

の
山
本
達
雄
を
据
え
、
桂
と
近
い
大
蔵
官
僚
の
影
響
力
を
弱
め
よ
う
と
し
た
。
桂
内
閣
時
代
に
毎
年
継
続
し
た
予
算
交
渉
会

を
通
じ
て
、
政
友
会
内
部
で
予
算
要
求
を
絞
り
込
む
手
続
き
が
徐
々
に
確
立
し
始
め
て
い
た
。
こ
の
党
内
手
続
き
を
統
制
し

た
原
内
相
に
対
し
て
、
山
本
は
大
蔵
官
僚
に
接
近
し
て
強
い
緊
縮
方
針
を
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。
両
者
の
対
立
に
軍
の
予

算
要
求
が
加
わ
る
こ
と
で
、
内
閣
は
次
第
に
苦
況
に
立
っ
て
い
た
。

　

一
九
一
一
年
十
月
に
武
昌
蜂
起
を
端
緒
と
し
て
中
国
全
土
に
革
命
運
動
が
広
が
り
、
翌
一
二
年
二
月
に
清
の
皇
帝
が
退
位

し
た
。
こ
の
辛
亥
革
命
の
過
程
で
、
日
本
は
ロ
シ
ア
と
の
間
で
満
州
・
内
蒙
古
の
分
界
線
画
定
交
渉
に
臨
ん
だ
。
同
年
七
月

に
第
三
次
日
露
協
約
が
調
印
さ
れ
、
日
本
は
ロ
シ
ア
と
の
安
定
的
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

四
月
に
病
没
し
た
石
本
新
六
に
代
わ
っ
て
上
原
勇
作
が
陸
相
に
就
任
す
る
と
、
上
原
は
、
中
国
情
勢
を
に
ら
み
な
が
ら
、
帝

国
国
防
方
針
以
降
の
陸
軍
の
課
題
で
あ
っ
た
二
個
師
団
増
設
を
強
硬
に
主
張
し
た
。
七
月
に
は
明
治
天
皇
が
死
去
し
、
大
正
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へ
と
改
元
さ
れ
た
。
こ
こ
で
山
県
ら
の
意
向
で
、
桂
は
新
天
皇
を
補
佐
す
る
内
大
臣
に
就
任
し
、
宮
中
府
中
の
別
を
明
確
に

す
る
慣
行
か
ら
、
政
界
と
距
離
を
置
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
調
停
者
の
な
い
ま
ま
、
上
原
陸
相
の
強
硬
な
主
張
を
押
さ

え
る
た
め
に
西
園
寺
首
相
は
山
県
に
財
政
状
況
を
説
明
し
た
が
、
山
県
は
上
原
の
説
得
を
拒
否
し
た
。
内
閣
が
増
師
を
見
送

る
決
断
を
す
る
と
、
上
原
は
天
皇
に
直
接
辞
表
を
提
出
し
た
。
後
任
を
陸
軍
が
推
薦
せ
ず
、
内
閣
は
総
辞
職
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
大
正
政
変
と
立
憲
同
志
会
の
成
立

　

第
一
次
桂
内
閣
以
降
は
、
桂
と
西
園
寺
の
間
で
の
政
権
の
授
受
は
円
滑
で
あ
り
、
後
任
首
相
は
十
分
に
財
政
・
外
交
方
針

を
打
ち
合
わ
せ
つ
つ
新
し
く
政
権
を
担
当
し
た
。
し
か
し
、
一
九
一
二
年
十
二
月
の
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
突
然
の
瓦
解
は
、

後
任
首
相
の
選
定
を
き
わ
め
て
困
難
に
し
た
。
元
老
会
議
は
、
松
方
、
山
本
権
兵
衛
を
推
挙
し
た
が
、
い
ず
れ
も
固
辞
し
、

異
例
で
あ
っ
た
が
最
後
に
内
大
臣
の
桂
を
推
薦
し
た
。
国
家
財
政
統
合
者
と
し
て
の
自
負
心
の
強
い
桂
自
身
は
、
増
師
問
題

と
海
軍
予
算
に
つ
い
て
国
防
会
議
を
設
置
し
て
対
応
す
る
方
向
で
半
ば
調
整
を
終
え
て
組
閣
し
、
西
園
寺
内
閣
が
解
決
で
き

な
か
っ
た
問
題
を
処
理
し
う
る
展
望
を
抱
い
て
い
た
。

　

だ
が
、
西
園
寺
内
閣
末
期
に
増
師
反
対
、
憲
政
擁
護
を
標
語
と
す
る
護
憲
運
動
が
政
友
会
を
は
じ
め
と
す
る
各
党
と
在
野

で
急
速
に
広
が
っ
て
お
り
、
長
州
閥
で
陸
軍
出
身
の
桂
の
登
場
は
、
そ
れ
自
体
が
強
い
非
難
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他

方
で
、
桂
は
、
新
時
代
の
内
閣
に
は
政
友
会
に
代
わ
る
新
政
党
の
組
織
が
不
可
欠
と
い
う
構
想
を
次
第
に
温
め
つ
つ
あ
っ
た
。

明
治
天
皇
の
死
を
桂
は
訪
欧
中
に
聞
き
、
急
遽
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
訪
欧
も
、
現
地
の
政
党
政
治
を
見
学
す

る
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
一
月
に
桂
の
新
党
構
想
が
発
表
さ
れ
る
と
、
第
二
党
の
国
民
党
は
分
裂
し

た
が
、
政
友
会
は
原
を
中
心
に
結
束
を
強
め
た
。
新
党
に
対
す
る
新
聞
の
論
調
も
冷
淡
で
あ
り
、
政
友
会
と
国
民
党
は
結
束
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を
強
め
た
。
議
会
は
紛
糾
し
、
内
閣
は
停
会
を
繰
り
返
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

　

こ
こ
へ
桂
が
用
い
た
の
は
、
詔
勅
で
あ
っ
た
。
桂
は
組
閣
前
に
、
内
大
臣
か
ら
首
相
に
転
出
す
る
際
に
、
新
天
皇
の
勅
語

を
得
る
形
を
と
り
、
海
軍
予
算
増
の
先
送
り
に
抗
議
す
る
斎さ

い

藤と
う

実ま
こ
と

海
相
の
留
任
の
た
め
に
優
詔
を
出
す
よ
う
働
き
か
け
て

い
た
。
そ
し
て
、
議
会
が
紛
糾
し
た
と
き
に
、
桂
は
政
友
会
総
裁
の
西
園
寺
に
事
態
を
収
拾
す
る
よ
う
命
ず
る
詔
勅
を
出
す

よ
う
取
り
は
か
ら
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
治
か
ら
着
想
し
た
加
藤
高
明
外
相
の
献
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
事
態
は
極
度

に
悪
化
し
た
。
政
友
会
は
憤
慨
し
、
す
で
に
議
事
堂
を
取
り
囲
ん
で
い
た
群
衆
は
激
高
し
、
警
官
隊
と
の
衝
突
が
起
こ
り
始

め
た
。
も
は
や
桂
に
は
総
辞
職
以
外
に
残
さ
れ
た
手
段
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

桂
後
は
政
友
会
と
提
携
し
た
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
成
立
し
た
。
病
気
が
悪
化
し
つ
つ
あ
っ
た
桂
は
、
新
党
樹
立
に
生
命
の

炎
を
燃
や
し
た
。
第
三
次
内
閣
の
書
記
官
長
で
あ
っ
た
江
木
翼
は
総
辞
職
の
後
、「
公
ノ
命
ニ
ヨ
リ
立
憲
同
志
会
ノ
事
ニ
当

ル
コ
ト
ト
為
ル
」（『
江
木
翼
日
記
』、
一
九
一
三
年
九
月
二
十
六
日
条
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
所
蔵
『
江
木
翼
関
係
文
書
』
所
収
）

と
日
記
に
記
し
た
。
桂
は
、
新
党
に
加
藤
を
入
党
さ
せ
、
大
隈
と
接
近
し
、
国
民
党
脱
党
派
と
桂
系
官
僚
と
で
立
憲
同
志
会

の
結
党
を
め
ざ
し
た
。
病
状
が
悪
化
し
た
桂
は
、
江
木
に
よ
れ
ば
「
政
治
談
ヲ
為
サ
ル
ル
ハ
唯
一
ノ
楽
ト
見
ユ
」
で
あ
っ
た

と
い
う
（
同
右
、
一
九
一
三
年
九
月
二
十
六
日
条
）。
死
の
直
前
に
桂
か
ら
面
会
し
た
い
と
い
う
要
望
が
再
三
な
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
原
は
、
桂
が
策
略
を
し
か
け
て
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
面
会
を
避
け
続
け
た
。「
自
分
の
心

中
を
知
る
者
は
独
り
原
の
み
な
り
」
と
桂
が
言
っ
た
と
い
う
真
偽
の
定
か
で
は
な
い
話
を
聞
か
さ
れ
た
原
は
「
余
の
知
れ
る

桂
と
、
桂
が
知
れ
り
と
思
ふ
桂
と
は
如
何
な
る
も
の
な
り
し
や
不
明
な
り
」
と
記
し
た
（
原
奎
一
郎
編
『
原
敬
日
記
』
第
三
巻
、

福
村
出
版
、
一
九
六
五
年
、
三
四
四
頁
、
一
九
一
三
年
十
月
七
日
条
）。
笑
顔
で
自
己
韜と

う

晦か
い

を
繰
り
返
し
、
気
難
し
い
元
老
と
政
党

と
の
間
を
調
停
し
続
け
た
桂
の
振
る
舞
い
を
、
原
は
あ
ら
た
め
て
反は

ん

芻す
う

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
桂
は
十
月
に
病
没
し
、
新
党
・

立
憲
同
志
会
は
十
二
月
に
創
立
大
会
を
開
催
し
、
加
藤
高
明
を
総
理
に
推
戴
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
江
木
は
桂
の
死
を
予
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感
し
て
次
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
―
「
政
党
ヲ
大
成
ス
ル
ニ
ハ
大
度
量
広
ク
大
小
合
セ
飲
ミ
清
濁
併
セ
食
フ
ノ
快
ナ
カ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
シ
テ
而
シ
テ
吾
党
ニ
之
ニ
当
ル
モ
ノ
無
キ
ハ
嘆
ズ
ベ
キ
也
」。
い
う
ま
で
も
な
く
「
大
度
量
」
と
は
桂
を
指
し

て
い
る
。
桂
死
後
に
桂
な
し
、
そ
れ
が
結
党
時
の
立
憲
同
志
会
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
江
木
翼
日
記
』
一
九
一
三
年
九
月
二
十
八
日

条
）。

▼
参
考
文
献

生
方
敏
郎
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
。

千
葉
功
『
桂
太
郎
　

―
　

外
に
帝
国
主
義
、
内
に
立
憲
主
義
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
二
年
。

坂
野
潤
治
『
明
治
国
家
の
終
焉
　

―
　

一
九
〇
〇
年
体
制
の
崩
壊
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
。

升
味
準
之
輔
『
日
本
政
党
史
論
〔
新
装
版
〕』
三
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
。

升
味
準
之
輔
『
日
本
政
党
史
論
〔
新
装
版
〕』
四
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
。

御
厨
貴
編
『
時
代
の
先
覚
者　

後
藤
新
平1857-1929

』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
四
年
。

三
谷
太
一
郎
『
増
補
版　

日
本
政
党
政
治
の
形
成
　

―
　

原
敬
の
政
治
指
導
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
。
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対
話
編

牧
原　

今
回
は
、
日
露
戦
争
と
大
正
政
変
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
厨　

二
〇
世
紀
と
い
う
の
は
、
日
英
同
盟
と
日
露
戦
争
で
始
ま
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
安
全
保
障
の
問
題
を
少
し
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

牧
原　

一
九
〇
一
年
六
月
、
陸
軍
軍
人
で
陸
軍
大
臣
を
務
め
て
い
た
桂
太
郎
が
内
閣
を
組
織
し
ま
す
。
桂
は
長
州
出
身
で
す

が
、
明
治
憲
法
体
制
を
作
り
上
げ
た
伊
藤
博
文
、
山
県
有
朋
、
井
上
馨
た
ち
か
ら
は
一
世
代
若
い
政
治
家
で
す
。
こ
こ
に
、

明
治
国
家
は
指
導
者
の
世
代
交
代
を
迎
え
ま
し
た
。
桂
の
前
に
は
、
政
友
会
を
基
盤
に
し
た
伊
藤
博
文
が
第
四
次
の
内
閣
を

組
織
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
算
編
成
を
め
ぐ
る
閣
内
不
一
致
で
総
辞
職
し
ま
し
た
。
伊
藤
は
引
き
続
き
首
相
を
務
め
る
用
意

が
あ
り
ま
し
た
が
、
山
県
は
伊
藤
の
首
相
再
任
に
難
色
を
示
し
、
井
上
は
一
度
は
内
閣
を
組
織
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
断
念

し
、
元
老
の
中
で
引
き
受
け
手
が
な
い
中
か
ら
登
場
し
た
の
が
桂
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
藤
は
山
県
ら
の
動
き
も
あ
り
、
野
党
と
し
て
の
政
友
会
総
裁
を
辞
任
し
て
、
枢
密
院
議
長
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
て
山
県
、
伊
藤
、
井
上
ら
は
政
治
の
一
線
か
ら
退
き
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
政
友
会
総
裁
の
後
任
に
は
、
公
家
出
身

で
フ
ラ
ン
ス
留
学
経
験
が
長
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
と
文
化
に
親
し
ん
で
い
た
西
園
寺
公
望
が
就
任
し
ま
す
。
政
友
会
は

衆
議
院
で
最
大
議
席
を
占
め
た
第
一
党
で
あ
り
、
合
意
な
し
に
は
帝
国
議
会
で
の
予
算
の
通
過
は
実
質
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

桂
は
西
園
寺
率
い
る
政
友
会
と
妥
協
し
つ
つ
政
権
を
運
営
し
、
以
後
、
ま
た
こ
れ
を
西
園
寺
に
政
権
を
譲
り
、
桂
と
西
園
寺

が
交
互
に
政
権
を
担
う
桂
園
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。
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そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
国
際
情
勢
を
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
（
図
4-

1
）。
こ
の
地
図
の
よ

う
に
、
日
清
戦
争
後
、
中
国
大
陸
は
帝
国
主
義
の

列
強
に
侵
食
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
日
本
は
桂
首
相

の
も
と
で
、
こ
の
中
で
日
英
同
盟
を
締
結
し
、
朝

鮮
半
島
へ
の
影
響
力
の
確
保
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア

と
対
立
し
、
や
が
て
日
露
戦
争
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
政
治
家
桂
太
郎
と
日
英
同
盟

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
日
英
同
盟
の
成
立

御
厨　

さ
て
、
今
、
日
英
同
盟
と
い
う
話
が
出
ま

し
た
が
、
実
は
こ
の
と
き
選
択
肢
は
二
つ
あ
っ
た

ん
で
す
ね
。
日
英
同
盟
か
日
露
協
商
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
し
て
世
代
交
代
と
い
う
話
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
第
二
世
代
で
あ
る
桂
太
郎
、
そ

し
て
外
務
大
臣
で
あ
る
小
村
寿
太
郎
は
、
こ
の
イ

ギ
リ
ス
の
潜
在
的
な
パ
ワ
ー
に
目
を
つ
け
て
、
イ

ギ
リ
ス
と
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
を
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牽け
ん

制せ
い

し
よ
う
と
す
る
わ
け
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
元
老
の
伊
藤
博
文
や
井
上
馨
、
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
は
ロ

シ
ア
と
交
渉
を
し
て
、
ロ
シ
ア
と
の
平
和
的
な
協
調
の
中
で
、
東
ア
ジ
ア
の
勢
力
範
囲
を
確
定
し
た
い
と
考
え
て
、
日
露
協

商
論
を
強
く
押
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
最
終
的
に
は
、
日
英
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
少
し
議
論
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
主
に
三
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
清
国
ま
た
は
韓
国
に

お
い
て
保
護
す
べ
き
財
産
が
侵
さ
れ
る
、
そ
う
い
う
場
合
に
は
日
英
両
国
は
特
殊
権
益
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

と
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
か
ら
第
二
に
、
今
度
は
日
英
両
国
の
う
ち
の
一
国
が
そ
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
第
三
国

と
戦
争
を
す
る
と
、
他
の
一
方
は
中
立
を
守
る
。
と
こ
ろ
が
第
三
に
、
戦
争
に
な
っ
た
と
き
に
別
の
一
国
が
そ
れ
に
参
戦
を

し
た
場
合
に
は
、
も
う
一
つ
の
同
盟
国
が
参
戦
を
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
こ
に
、
日
英
が
ほ
ぼ
対
等
と
言
わ
れ
る
条
約

が
締
結
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
脱
亜
入
欧
を
悲
願
と
し
て
い
た
日
本
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
く
ら
い
素
晴
ら
し
い
こ
と
は
な

い
と
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
す
。
当
時
の
こ
と
を
書
き
記
し
た
、
生う

ぶ

方か
た

敏と
し

郎ろ
う

は
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
の
中
で
、
そ
の

喜
び
を
こ
う
語
っ
て
る
ん
で
す
ね
（
前
掲
『
明
治
大
正
見
聞
史
』
一
二
五
頁
）。

と
に
か
く
提
灯
に
吊
鐘
、
お
月
様
と
す
っ
ぽ
ん
の
縁
組
が
出
来
た
よ
う
な
も
の
で
、
す
っ
ぽ
ん
に
取
っ
て
は
嬉
し
い
こ
と
に

違
い
な
い
。
誰
も
皆
涙
を
こ
ぼ
す
ほ
ど
歓
ん
だ
。

　

二
〇
世
紀
に
な
る
早
々
、
こ
れ
か
ら
平
和
に
満
ち
満
ち
て
く
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
を
国
民
が
持
っ
た
。
二
〇

世
紀
の
夜
明
け
は
、
日
英
同
盟
と
と
も
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
と
き
の
国
民
の
大
き
な
期
待
で
あ
っ
た
と
言
え
る
と
思

い
ま
す
。

◆
緊
迫
す
る
日
露
関
係
―
日
露
戦
争
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牧
原　

こ
の
日
英
同
盟
の
締
結
と
並
行
し
て
、
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
関
係
は
次
第
に
緊
迫
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
大
き
な
原

因
が
義
和
団
事
件
、
北
清
事
変
で
、
中
国
で
対
外
排
斥
民
主
運
動
が
起
こ
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
日
英
同
盟
締
結
前
の
一

八
九
九
年
に
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
が
満
州
か
ら
撤
兵
し
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
で
、

日
本
は
今
後
の
対
露
方
針
を
検
討
す
る
た
め
に
、
一
九
〇
三
年
に
京
都
に
あ
る
山
県
有
朋
の
別
邸
無
鄰
菴
で
伊
藤
、
桂
首
相
、

小
村
外
相
、
山
県
の
四
人
が
会
議
を
開
き
ま
す
。

　

こ
の
無
鄰
菴
の
会
議
で
四
人
は
、
ロ
シ
ア
は
満
州
、
日
本
は
韓
国
の
優
越
権
を
相
互
に
認
め
る
と
い
う
日
露
交
渉
の
方
針

に
つ
い
て
了
解
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
開
戦
も
辞
さ
な
い
と
い
う
方
向
が
ほ
ぼ
固
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
六
月
に
御
前
会
議

が
開
か
れ
て
、
こ
れ
が
確
定
さ
れ
て
、
交
渉
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

さ
て
、
そ
の
日
露
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い
中
で
極
東
ロ
シ
ア
軍
が
増
強
さ
れ
、
さ
ら
に
韓
国
国
内
の
政
治
が
流
動
化
し
ま

す
。
日
本
政
府
は
交
渉
を
打
ち
切
り
、
一
九
〇
四
年
二
月
に
対
露
戦
に
突
入
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
国
内
で
は
、
前
年
の
十

二
月
に
対
露
交
渉
を
早
め
る
た
め
に
、
衆
議
院
開
院
式
で
対
露
強
硬
派
の
河
野
広
中
議
長
が
内
閣
弾
劾
の
勅
語
奉
答
文
を
提

出
し
、
衆
議
院
が
解
散
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
総
選
挙
は
開
戦
後
の
三
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
議
会
も
戦
争

を
支
持
す
る
と
い
う
挙
国
一
致
の
体
制
が
整
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、
戦
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
（
図
4-

2
）。
陸
軍
は
朝
鮮
半
島
に
上
陸
し
宣
戦
布
告

と
な
る
。
そ
の
後
、
陸
軍
は
朝
鮮
半
島
か
ら
満
州
へ
と
軍
を
進
め
て
、
鴨
緑
江
を
渡
っ
て
朝
鮮
半
島
を
確
保
す
る
。
他
方
、

こ
の
遼
東
半
島
を
制
圧
す
る
た
め
に
、
南
山
、
大
連
を
占
領
し
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
母
港
で
あ
る
旅
順
を
攻
撃
し
ま
す

が
、
こ
こ
は
難
攻
不
落
で
陥
落
し
な
い
。
し
か
し
軍
は
他
方
で
内
陸
の
ほ
う
に
も
軍
を
進
め
て
、
遼
陽
、
沙
河
の
会
戦
で
勝

利
し
、
一
九
〇
五
年
一
月
の
旅
順
陥
落
後
、
今
度
は
奉
天
の
大
会
戦
で
か
ろ
う
じ
て
勝
利
し
、
そ
の
後
、
戦
線
は
膠こ

う

着ち
ゃ
くす

る
。
海
軍
は
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
に
対
し
て
、
黄
海
の
海
戦
で
勝
利
す
る
も
の
の
、
旅
順
港
に
逃
げ
込
ん
だ
艦
隊
を
殲せ

ん

滅め
つ

で
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き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
先
ほ
ど
の
旅
順
の
要
塞
陥
落
後
、
こ
れ
も

撃
破
し
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
大
西
洋
か
ら
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
日
本

海
ま
で
回
航
さ
せ
ま
す
が
、
こ
れ
も
五
月
の
日
本
海
海
戦
で
壊
滅

的
な
打
撃
を
受
け
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
戦
争
は
膠
着
状
態
に
陥

り
ま
し
た
。

◆
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
締
結
と
国
内
の
反
発

御
厨　

そ
ん
な
中
、
今
、
話
に
出
た
日
本
海
海
戦
に
お
け
る
勝
利

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
セ

オ
ド
ア
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
依
頼
を
し
ま
し
て
、
日
本
と
ロ
シ

ア
が
和
平
交
渉
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
九
〇
五
（
明
治
三

十
八
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
講
和
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
か
な
り
難
航
を
極
め
ま
し
た
。
ど
う
し
て
か
と

言
う
と
、
お
わ
か
り
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
は
ま
だ
ま
だ
兵
隊
を
増
強

で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
日
本
は
戦
線
が
伸
び
切
っ
て
ま
す
か
ら
、

こ
れ
以
上
は
苦
し
い
の
で
す
が
、
も
う
一
戦
交
え
れ
ば
ロ
シ
ア
は

勝
つ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
和
平
条
件
を
徹
底
的
に
値
切
ろ

う
と
す
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
で
は
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
が
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決
ま
っ
た
の
か
。
問
題
な
く
決
ま
っ
た
の
は
、
日
本
が
韓
国
に
対
し
て
必
要
な
指
導
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
が
認
め

る
。
そ
れ
か
ら
ロ
シ
ア
は
遼
東
半
島
の
租
借
権
を
日
本
に
譲
る
。
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
は
長
春
・
旅
順
間
の
鉄
道
の
権
益
を
日

本
に
譲
る
。
こ
の
三
点
は
双
方
と
も
に
認
め
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
条
約
に
な
る
の
で
す
が
、
問
題
は
、
日
本
は
領
土
の
割

譲
、
そ
し
て
同
時
に
賠
償
金
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
は
絶
対
と
れ
る
と
い
う
よ
う
に
日
本
の
国
民
も
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
最
終
的
に
は
、
南
樺
太
の
割
譲
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
講
和
条
約
が
で
き
て
み
ま
す
と
、
日
本
の
国

内
は
こ
れ
だ
け
し
か
と
れ
な
い
の
か
と
い
う
驚
き
か
ら
一
種
の
虚
脱
状
態
に
な
る
ん
で
す
。
ど
こ
へ
ぶ
つ
け
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
怒
り
が
対
外
硬
派
や
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
調
印
の
日
に
、
す
な
わ
ち

九
月
五
日
に
、
東
京
で
は
三
万
人
に
の
ぼ
る
人
々
が
日
比
谷
公
園
に
集
結
し
て
、
大
会
を
開
い
て
講
和
条
約
破
棄
、
戦
争
続

行
を
決
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
騒
擾
が
始
ま
る
。
こ
れ
が
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

問
題
は
、
こ
れ
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
政
府
は
戒
厳
令
を
敷
こ
う
と
い
た
し
ま
す
。
一
番
問
題
に
な
り
ま
し

た
の
は
、
こ
の
戒
厳
令
で
す
。
戒
厳
令
を
敷
く
場
合
に
は
枢
密
院
の
批
准
が
必
要
で
す
か
ら
、
枢
密
院
に
こ
れ
を
か
け
る
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
枢
密
院
で
も
実
は
反
対
論
が
多
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
講
和
条
約
の
内
容
に
反
対
を
し
て
、
現

実
に
騒
擾
を
起
こ
し
た
国
民
に
対
す
る
同
情
論
が
非
常
に
あ
り
ま
し
た
。
特
に
樺
山
資
紀
。
こ
の
樺
山
資
紀
は
初
期
議
会
で

行
っ
た
蛮
勇
演
説
で
有
名
で
す
け
れ
ど
も
（
第
3
章
参
照
）、
そ
の
彼
が
実
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
る
ん
で
す
ね
（「
帝
国
憲
法

第
八
条
ニ
依
リ
東
京
府
内
一
定
ノ
地
域
ニ
戒
厳
令
ノ
全
部
又
ハ
一
部
ヲ
適
用
ス
ル
ノ
件
」『
樞
密
院
會
議
筆
記
』
明
治
三
十
八
年
九
月
六

日
）。
現
在
の
状
況
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
、
こ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
ら
「
講
和
ノ
成
立
ス
ル
ニ
至
ル
ト
キ
ハ
或
ハ

志
士
ノ
暴
行
ヲ
為
ス
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
ル
ヤ
モ
知
」
れ
ぬ
。
つ
ま
り
「
志
士
」
と
言
っ
て
い
る
。
普
通
だ
っ
た
ら
、
不ふ

逞て
い

の

輩や
か
らと

言
う
け
ど
、
そ
う
で
は
な
い
。
樺
山
か
ら
見
れ
ば
、
彼
ら
は
志
士
な
ん
だ
と
い
う
く
ら
い
、
国
民
の
雰
囲
気
を
枢
密

院
が
代
弁
を
し
た
。
も
ち
ろ
ん
戒
厳
令
は
通
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
雰
囲
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
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い
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
は
も
う
一
つ
、
実
は
当
時
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
ま
し
た
馬
場
恒
吾
は
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
と
い
う
会
社

に
お
り
ま
し
た
か
ら
、
当
然
、
国
際
政
治
の
力
学
が
わ
か
っ
て
い
て
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
や
む
な
し
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

国
際
政
治
の
力
学
か
ら
言
っ
て
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
理
屈
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、

あ
に
は
か
ら
ん
や
、
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
で
警
官
と
民
衆
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る
場
面
に
で
あ
い
ま
す
と
、
民
衆
に
味

方
し
た
く
な
る
、
つ
ぶ
て
の
一
つ
で
も
投
げ
た
く
な
る
と
い
う
気
分
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
（
馬
場
恒
吾

『
自
伝
点
描
』
中
公
文
庫
、
一
九
八
九
年
、
四
一
頁
）。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
な
ら
国
際
政
治
の
現
実
を
知
っ
て
い
る
人
間
に
と
っ

て
も
、
や
は
り
日
本
人
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
も
の
だ
っ
た
か
を
示
す
一
例
だ
ろ
う
と
い

う
よ
う
に
思
い
ま
す
。

牧
原　

こ
の
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
は
九
月
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
あ
と
、
十
月
に
連
合
艦
隊
が
凱
旋
し
、
十
二
月
に
満

州
軍
総
司
令
部
が
凱
旋
し
ま
す
。
こ
の
全
体
の
雰
囲
気
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
三み

宅や
け

雪せ
つ

嶺れ
い

は
『
同
時
代
史
』
と
い
う
本
で

描
写
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
の
凱
旋
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
ま
ず
東
郷
平
八
郎
大
将
が
上
陸
す
べ
し
と
し
て
、

こ
れ
は
連
合
艦
隊
の
場
合
で
す
が
、
市
民
が
国
旗
を
振
り
、
提
灯
を
掲
げ
雲
霞
の
如
く
集
ま
る
。
特
に
上
野
公
園
で
開
催
し

た
東
京
市
の
祝
賀
会
で
は
、
パ
レ
ー
ド
は
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、「
市
中
は
花
電
車
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
幔
幕
、

金
屛
風
等
に
て
満
都
の
装
飾
が
錯
綜
す
」
と
あ
り
（
三
宅
雪
嶺
『
同
時
代
史
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
、
四
五
五
頁
）、

新
橋
の
凱
旋
門
を
通
り
、
銀
座
通
り
か
ら
京
橋
、
日
本
橋
、
万
世
橋
の
三
凱
旋
門
を
通
過
し
、
上
野
の
凱
旋
門
に
至
る
。
こ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
三
宅
は
こ
れ
を
ま
と
め
て
、
こ
の
年
、「
本
年
は
焼
打
事
件
の
如
き
事
あ
り
、
不
平
不
満

の
声
に
満
ち
な
が
ら
、
凱
旋
車
の
祝
賀
に
忙
し
く
、
祭
日
の
浮
れ
気
分
に
て
年
が
暮
れ
た
り
」（
同
右
、
四
五
六
頁
）。
な
ん

と
な
く
落
ち
着
か
な
い
感
じ
で
、
今
の
御
厨
先
生
の
言
わ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
が
、
凱
旋
へ
の
非
常
に
強
い
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高
揚
と
い
っ
た
か
た
ち
で
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆
日
露
戦
争
後
の
社
会
の
変
化

牧
原　

こ
う
し
て
日
露
戦
争
が
終
わ
り
ま
す
が
、
日
露
戦
争
後
の
社
会
は
、
明
治
時
代
の
日
本
の
対
外
自
主
独
立
と
い
う
目

的
が
達
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
変
化
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
特
に
、
こ
の
頃
の
学
生
は
、
個
人
主
義
的
傾
向
が
強
ま
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
、
学
生
に
ち
ょ
っ
と
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
明
治
十

年
代
、
東
京
と
い
う
街
に
は
車
夫
と
書
生
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
そ
も
そ
も
東
京
は
、
学
生
が
た
く

さ
ん
集
ま
る
街
で
し
た
。
彼
ら
は
東
京
に
出
て
き
て
、
学
問
に
よ
っ
て
立
身
出
世
を
図
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
が
明
治
十
年
代

の
若
者
で
し
た
。

　

た
と
え
ば
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
坪
内
逍
遥
の
『
当
世
書
生
気
質
』
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
青
年
が
出

て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
若
者
の
中
で
政
治
家
志
望
で
や
や
荒
っ
ぽ
い
書
生
の
例
と
し
て
、
暑
い
夏
の
日
に
げ
ん
こ
つ
で
ス
イ

カ
を
割
っ
て
食
べ
る
と
い
う
書
生
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
書
生
が
ス
イ
カ
を
割
っ
た
後
に
な
ん
て
言
う
か
と
い
う
と
、
こ
う

あ
り
ま
す
（
坪
内
逍
遙
『
当
世
書
生
気
質
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
、
一
二
八
～
一
二
九
頁
）。

学
者
や
理
学
者
で
、
一
生
を
終
ら
う
と
い
ふ
料り

ょ
う

簡け
ん

の
奴
は
、
暫
く
論
外
と
し
ち
ょ
い
て
、
ま
づ
我
輩
ら
と
お
な
じ
や
う
に
、

こ
の
活
社
会
に
運
動
し
て
、
大お

お
いに

政
治
の
改
良
で
も
お
こ
な
は
う
と
い
ふ
志
で
を
り
な
が
ら
、
無む

暗や
み

に
学
問
に
勉
強
し
て
、

身か
ら
だ体

を
不
健
康
に
し
て
し
ま
う
た
り
、
あ
る
ひ
は
婦
女
子
な
ん
ぞ
と
交
際
を
し
て
、
ま
す
ま
す
文
弱
の
風ふ

う

を
養
ふ
た
ア
、
正ま

さ

に
慨
歎
に
堪
へ
ざ
る
次
第
ぢ
ゃ
。
…
…
〔
中
略
〕
…
…

い
は
ゆ
る
マ
イ
ト
・
イ
ズ
・
ラ
イ
ト
（
マ
イ
ト
・
イ
ズ
・
ラ
イ
ト
と
は
腕
力
は
権
利
也
と
い
ふ
意
）
ぢ
ゃ
。
万
国
公
法
が
あ

ら
う
が
何
が
あ
ら
う
が
、
ま
だ
ま
だ
道
理
ば
か
り
で
は
勝
つ
こ
と
が
で
き
ん
ワ
イ
。
国
と
国
と
の
間
の
事
は
元も

と

来よ
り

論
ず
る
ま
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で
も
な
い
が
、
一
個
人
の
場
合
ぢ
ゃ
か
ら
ッ
て
矢や

っ

張ぱ
り

腕
力
が
勝
を
得う

る
ぞ
。

　

政
党
人
に
な
っ
て
も
、
反
対
党
か
ら
襲
わ
れ
た
と
き
は
腕
力
で
戦
う
の
だ
と
。
こ
う
言
っ
て
、
剣
道
の
腕
を
磨
く
こ
と
を

周
囲
に
す
す
め
る
の
で
す
。

　

こ
う
い
う
ふ
う
に
、
政
治
を
改
良
し
た
い
、
立
身
出
世
を
し
た
い
、
腕
力
に
も
の
を
言
わ
せ
た
い
、
と
い
っ
た
雰
囲
気
は

明
治
十
年
代
の
書
生
の
特
徴
で
し
た
。
明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
、
全
国
に
東
京
の
第
一
高
等
学
校
（
一
高
）
を
は
じ
め
と

す
る
旧
制
高
等
学
校
が
整
備
さ
れ
る
。
帝
国
大
学
も
同
時
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
特
に
旧
制
高
校
は
寄
宿
舎
生
活
を
基

本
と
し
、
こ
こ
で
バ
ン
カ
ラ
と
立
身
出
世
主
義
を
日
露
戦
争
ま
で
濃
厚
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
日
露
戦
争
後
、
状
況
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
一
九
二
九
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
教
授
で
商
法
・
法
哲

学
を
専
攻
し
、
こ
の
時
期
か
ら
新
聞
雑
誌
の
論
壇
に
社
会
批
評
を
寄
稿
し
て
い
た
田
中
耕
太
郎
と
い
う
学
者
が
い
ま
す
。
田

中
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
文
部
大
臣
、
参
議
院
議
員
、
そ
れ
か
ら
最
高
裁
判
所
長
官
に
な
り
ま
す
。
こ
の
田
中
の
東
京

帝
国
大
学
法
学
部
教
授
時
代
の
一
つ
の
エ
ッ
セ
イ
、「『
教
養
』
と
『
文
化
』
の
時
代
」
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
田
中

耕
太
郎
「『
教
養
』
と
『
文
化
』
の
時
代
　

―
　

明
治
大
正
思
想
史
の
断
片
」『
教
養
と
文
化
の
基
礎
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
、
四
五
〇

～
四
五
一
頁
）。

私
は
研
究
者
が
日
露
戦
争
の
騒
ぎ
が
鎮
ま
つ
た
明
治
四
十
年
前
後
か
ら
欧
州
大
戦
の
勃
発
ま
で
即
ち
大
正
初
年
頃
ま
で
の
或

る
意
味
に
於
て
興
味
あ
る
一
つ
の
時
代
が
持
つ
て
ゐ
る
特
色
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
へ
る
。
一
言
に
し
て
盡
せ
ば
、

此
の
時
代
に
於
て
明
治
初
年
以
来
の
、
国
家
的
生
存
に
差
し
当
り
必
要
な
物
質
的
文
明
及
び
法
律
制
度
以
外
に
文
学
、
哲
学
、

宗
教
等
の
精
神
的
文
明
が
ぼ
つ
ぼ
つ
移
植
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
間
の
消
息
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
は
、
芸
術
的
風
格

よ
り
も
古
典
の
一
節
を
聞
き
か
じ
つ
た
り
、
当
時
未
だ
人
が
知
ら
な
か
つ
た
伊
太
利
あ
た
り
の
古
い
画
家
の
名
に
親
し
ん
だ

り
す
る
こ
と
を
喜
ぶ
や
う
な
、
一
言
で
云
へ
ば
洋
書
の
臭
い
を
嗅
い
で
楽
し
む
や
う
な
興
味
が
先
に
立
つ
て
ゐ
る
初
期
の
漱
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石
の
作
物
で
あ
る
。
従
来
の
実
際
社
会
及
び
学
界
に
於
け
る
成
功
者
流
の
如
く
何
等
疑
問
を
懐
か
な
い
で
只
管
手
近
か
な
獲

物
を
追
求
す
る
態
度
に
対
し
青
年
の
一
部
の
者
は
不
満
を
持
ち
始
め
た
。
耽
溺
以
外
に
興
味
な
い
連
中
は
度
外
視
し
て
、
学

生
の
或
る
者
に
は
点
数
の
虫
で
あ
る
こ
と
か
ら
超
然
た
る
こ
と
自
体
が
何
か
非
常
に
価
値
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
た
。
彼
等

は
将
来
の
方
針
と
は
無
関
係
に
個
人
的
修
養
乃
至
教
養
の
爲
め
に
、
或
ひ
は
宗
教
に
、
或
ひ
は
文
芸
に
、
或
ひ
は
哲
学
に
馳

つ
た
。
此
の
傾
向
は
概
ね
比
較
的
純
粋
な
心
持
ち
の
高
校
時
代
に
止
ま
つ
て
居
り
、
大
学
及
び
更
に
世
間
に
出
る
に
於
て
は

青
年
時
代
の
単
な
る
理
想
と
し
て
回
顧
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
の
が
常
で
あ
つ
た
が
、
然
し
稀
に
は
卒
業
後
依
然
と
し
て
俗

務
の
側
ら
出
勤
の
往
復
の
時
間
を
市
電
の
中
で
希
臘
語
の
文
典
の
習
得
に
当
て
て
ゐ
た
や
う
な
努
力
家
も
あ
つ
た
。

　

こ
こ
で
最
初
に
田
中
は
、
研
究
者
が
日
露
戦
争
の
騒
ぎ
が
収
ま
っ
た
明
治
四
十
年
前
後
か
ら
、
一
つ
の
新
し
い
変
化
が
起

こ
っ
て
き
て
い
る
と
言
い
ま
す
。「
明
治
初
年
以
来
の
、
国
家
的
生
存
に
差
し
当
り
必
要
な
物
質
的
文
明
及
び
法
律
制
度
以

外
に
文
学
、
哲
学
、
宗
教
等
の
精
神
的
文
明
が
ぼ
つ
ぼ
つ
移
植
せ
ら
れ
た
」
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
学
生
は
具
体
的
に
ど
う

な
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、「
点
数
の
虫
で
あ
る
こ
と
か
ら
超
然
た
る
こ
と
自
体
が
何
か
非
常
に
価
値
あ
る
や
う
に
考
へ
ら

れ
た
」
と
言
い
、「
将
来
の
方
針
と
無
関
係
に
個
人
的
修
養
乃
至
教
養
の
為
め
に
、
或
ひ
は
宗
教
に
、
或
ひ
は
文
芸
に
、
或

日
は
哲
学
に
馳
つ
た
」
と
言
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
昭
和
初
期
の
田
中
か
ら
見
る
と
、
こ
の
時
代
の
教
養
志
向
と
い
う
の
は

虚
飾
と
誇
張
に
陥
る
傾
向
が
強
い
、
そ
の
後
は
そ
の
時
々
の
西
洋
の
流
行
に
飛
び
つ
い
て
い
る
だ
け
だ
と
、
昭
和
期
の
政
官

界
、
文
筆
界
、
学
界
を
、
彼
は
批
判
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
学
生
の
多
く
は
立
身
出
世
を
求
め
て
い
た
り
、
こ
こ
で
田
中
が

「
耽
溺
以
外
に
興
味
な
い
連
中
」
と
い
う
よ
う
に
、
必
ず
し
も
真
面
目
な
学
生
生
活
を
過
ご
さ
な
い
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
頃
か
ら
国
家
制
度
と
は
別
に
個
人
の
心
持
ち
を
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
出
て
く
る
。
こ
れ
が
政
治
の
局
面
で
は

権
力
に
対
し
て
抵
抗
す
る
自
由
主
義
、
あ
る
い
は
一
層
の
参
加
を
求
め
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
動
き
と
な
っ
て
、
そ
の
後
現
れ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。



ロ シ ア ア メ リ カ

7 月　桂・タフト協定

10 月　日本人移民排斥運動

7 月　第 1 次日露協約

11 月　高平・ルート協定

12 月　南満州鉄道中立化提議

7 月　第 2 次日露協約

7 月　第 3 次日露協約
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◆
日
露
戦
争
後
の
対
外
政
策

牧
原　

先
ほ
ど
三
宅
雪
嶺
が
述
べ
た
一
九
〇
五
年
に
つ
い
て
、「
祭
日
の
浮
れ
気
分
に
て
年
が
暮
れ
た
り
」
と
い
う
話
で
し

た
が
、
年
が
明
け
て
一
月
に
桂
は
辞
め
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
後
任
に
政
友
会
総
裁
の
西
園
寺
に
組
閣
の
大
命
が
降
下
し
ま

す
。
以
後
、
桂
と
西
園
寺
は
交
互
に
政
権
を
担
い
、
二
人
の
名
を
と
っ
て
桂
園
時
代
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
、
一
九
一
三
（
大

正
二
）
年
ま
で
継
続
し
ま
す
。
当
時
、
元
老
以
外
の
首
相
候
補
者
は
こ
の
二
人
を
も
っ
て
他
に
は
な
く
、
二
人
と
も
元
老
の

復
帰
を
好
ま
な
い
た
め
、
事
実
上
、
相
互
了
解
の
も
と
で
互
い
に
後
任
を
推
す
こ
と
に
よ
っ
て
桂
園
時
代
は
続
い
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
西
園
寺
の
二
度
目
の
組
閣
ま
で
元
老
会
議
は
開
か
れ
ず
に
首
相
は
選
任
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。
桂

は
政
友
会
と
の
厳
し
い
交
渉
と
妥
協
に
よ
っ
て
、
予
算
を
編

成
し
、
政
権
を
運
営
し
、
他
方
の
西
園
寺
は
松
田
正
久
と
原

敬
と
い
う
二
人
の
部
下
に
支
え
ら
れ
て
、
と
き
に
桂
の
側
面

か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
政
権
を
担
当
し
、
徐
々
に
政
友

会
も
政
権
担
当
能
力
を
身
に
着
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
二
人
に
は
日
露
戦
争
後
の
対
外
政
策
で
共

通
し
た
認
識
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
対
外
政
策
を
見
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
（
表
4-

1
）。
ま
ず
満
州
で
は
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
を
結
び
ま
し
た
が
、
現
地
機
関
と
し
て
関
東
総
督
府
、

つ
い
で
関
東
都
督
府
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
で
一
般
行
政
と
軍

務
を
行
い
、
さ
ら
に
満
鉄
を
設
立
し
て
、
植
民
地
経
営
を
始

動
さ
せ
ま
す
。
他
方
、
朝
鮮
半
島
、
韓
国
に
対
し
て
は
、
戦



表 4-1　日露戦争後の対外政策

年 首相（内閣） 満　　州 韓　　国

1901 6 月　桂太郎

1902

1903

1904 8 月　第 1 次日韓協約

1905 9 月　ポーツマス条約 11 月　第 2 次日韓協約

1906 1 月　西園寺公望 8 月　関東都督府設置
11 月　南満州鉄道株式会社設立

1907 4 月　帝国国防方針決議 7 月　第 3 次日韓協約

1908 7 月　桂太郎

1909 1 月　伊藤博文暗殺

1910 8 月　韓国併合

1911

1912
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争
中
か
ら
含
め
て
三
次
に
わ
た
る
日
韓
協
約
を
締
結
し
て
影

響
力
を
強
め
、
最
終
的
に
は
併
合
す
る
形
で
植
民
地
化
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
度
は
ロ
シ
ア
と
は
、
大
正

初
期
ま
で
三
次
に
わ
た
る
協
約
を
結
ん
で
、
相
互
の
利
権
の

確
保
を
狙
っ
て
い
き
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が
中
国
に
お
け
る
機

会
均
等
を
強
く
語
り
か
け
て
い
く
。
さ
ら
に
日
本
人
移
民
排

斥
運
動
が
起
こ
り
、
次
第
に
日
本
と
の
関
係
が
冷
や
や
か
に

な
っ
て
い
く
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
対
抗
す
る
と
い
う
意
味
合

い
を
持
ち
つ
つ
、
ロ
シ
ア
と
協
約
が
結
ば
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
日
露
戦
争
後
の
日
本
は
、
東
ア
ジ
ア
で
帝
国
主

義
列
強
の
一
員
と
し
て
、
比
較
的
安
定
的
な
対
外
関
係
を
構

築
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
新
し
い
国
防
方
針
が
帝
国
国
防
方

針
と
し
て
一
九
〇
七
年
に
決
議
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
陸
軍

は
ロ
シ
ア
を
、
海
軍
は
ア
メ
リ
カ
を
仮
想
敵
国
と
す
る
と
い

う
内
容
で
す
が
、
対
外
関
係
は
安
定
的
な
の
で
、
方
針
の
目

標
は
あ
り
な
が
ら
、
先
送
り
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

国
防
方
針
が
掲
げ
た
目
標
、
軍
備
拡
張
が
桂
園
時
代
に
伏
在

す
る
、
大
き
な
政
治
問
題
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
。
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◆
桂
園
時
代
を
ど
う
見
る
か
（
一
）
―
桂
太
郎
と
い
う
政
治
家

牧
原　

さ
て
、
桂
園
時
代
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
厨
先
生
、
ま
ず
桂
は
ど
う
い
っ
た
政
治
家
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
か
。

御
厨　

元
老
の
次
に
当
た
る
地
位
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
は
お
そ
ら
く
元
老
た
ち
の
話
を
よ
く
聞
き
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て

ポ
ン
。
つ
ま
り
ニ
コ
ポ
ン
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
非
常
に
人
の
扱
い
に
慣
れ
た
軍
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
彼
は
、
し
か

も
第
一
次
内
閣
で
五
年
半
や
り
ま
し
た
。
一
つ
の
内
閣
で
五
年
半
は
戦
前
で
一
番
長
い
で
す
か
ら
ね
。
こ
れ
だ
け
担
っ
て
い

る
間
に
、
先
ほ
ど
牧
原
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
世
代
交
代
が
進
ん
で
い
っ
て
。
し
か
も
政
友
会
と
い
う
相
手

と
は
ず
っ
と
交
渉
し
続
け
る
忍
耐
力
が
あ
っ
た
。
こ
れ
で
や
が
て
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
の
と
き
に
政
友
会
が
反
対
を
し
な
い
方

向
に
妥
協
を
図
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
桂
と
政
友
会
の
西
園
寺
公
望
と
で
、
交
互
に
政
権
を
授
受
し
て
い
く
体
制

が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。
彼
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
交
渉
を
す
る
。
桂
は
交
渉
力
が
非
常
に
高
い
人
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。

牧
原　

桂
は
、
も
と
も
と
は
医
者
で
あ
っ
て
植
民
地
官
僚
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
後
藤
新
平
を
、
重
用
し
ま
す
。
彼
を
閣
僚

に
迎
え
、
植
民
地
政
策
や
鉄
道
政
策
を
展
開
し
ま
す
。
こ
の
後
藤
新
平
が
、
猛
烈
な
ア
イ
デ
ア
マ
ン
な
ん
で
す
。
ア
イ
デ
ア

が
湧
い
て
く
る
と
我
慢
で
き
な
い
。
一
度
桂
に
献
策
を
し
て
、
帰
り
道
に
何
や
ら
思
い
浮
か
ぶ
と
ま
た
桂
の
所
に
戻
る
。
そ

れ
を
何
度
か
繰
り
返
し
て
い
た
そ
う
な
ん
で
す
。
こ
の
後
藤
に
つ
い
て
桂
は
こ
う
言
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
（『
東
京
朝
日
新

聞
』
一
九
二
九
年
四
月
十
三
日
）。

　

後
藤
の
持
つ
て
く
る
も
の
は
、
十
の
う
ち
九
ま
で
は
始
末
に
お
へ
な
い
出
た
ら
目
だ
が
、
あ
と
の
一
つ
は
大
し
た
妙
案
だ
。

後
藤
と
い
う
人
物
が
あ
ま
り
妙
案
で
な
い
も
の
も
妙
案
も
思
い
つ
く
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
逆
に
言
う
と
、
十
の
う
ち
九
の
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で
た
ら
め
を
桂
は
聞
く
ん
で
す
よ
ね
。
聞
き
上
手
ぶ
り
が
す
ご
い
な
と
思
う
の
で
す
。
や
は
り
そ
れ
が
桂
で
あ
り
、
今
、
先

生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
交
渉
能
力
の
高
い
政
治
家
の
一
面
が
こ
こ
に
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

◆
桂
園
時
代
を
ど
う
見
る
か
（
二
）
―
陸
軍
と
議
会

牧
原　

さ
て
、
そ
の
桂
と
西
園
寺
の
桂
園
時
代
、
こ
れ
が
安
定
的
に
継
続
し
て
い
く
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
こ
の
時
代
を
ど

う
見
た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

御
厨　

長
州
閥
は
ま
ず
陸
軍
を
制
し
て
い
ま
す
。
そ
の
長
州
閥
は
、
山
県
有
朋
、
桂
太
郎
、
寺て

ら

内う
ち

正ま
さ

毅た
け

と
順
次
ト
ッ
プ
が
替

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
普
通
「
我
が
党
内
閣
」
と
い
う
の
は
自
分
の
党
派
の
利
益
を
最
優
先
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
長
州
も
「
第
二
流
」
の
桂
太
郎
に
な
る
と
、
特
に
桂
内
閣
の
時
代
に
は
実
は
こ
の
と
き
そ
ん
な
に
陸
軍
の
権
益
と
言
い

ま
す
か
、
桂
は
陸
軍
の
軍
拡
と
い
う
こ
と
を
や
ら
な
い
ん
で
す
ね
。
桂
に
は
陸
軍
の
党
派
的
利
益
が
、
必
ず
し
も
国
家
統
治

の
観
点
か
ら
見
る
と
プ
ラ
ス
に
な
ら
ぬ
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。
桂
は
、
非
常
に
交
渉
能
力
が
高
い
の
で
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
わ
か
っ
て
し
ま
っ
て
、
こ
の
陸
軍
の
利
益
だ
け
を
代
表
で
き
な
い
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
が
先
ほ
ど
牧
原
先
生

も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
ほ
こ
ろ
び
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ま
ま
桂
と
西
園
寺
の
政
権
が
続
い
て
い
く
と
、
ど
う
も
陸
軍
の

軍
拡
が
で
き
な
い
。
海
軍
は
や
る
け
れ
ど
も
、
陸
軍
は
で
き
な
い
ね
、
み
た
い
な
話
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

　

だ
か
ら
、
こ
の
安
定
構
造
と
い
う
の
は
、
自
分
の
と
こ
ろ
の
利
益
を
実
現
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
こ
の
体
制
が
邪
魔
だ
と

思
わ
な
い
限
り
は
、
非
常
に
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
外
交
関
係
で
先
ほ
ど
説
明
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
安
定
し
て
い
る
間
は
こ
の
関
係
は
崩
れ
な
い
。
桂
も
基
本
的
に
は
緊
縮
財
政
に
賛
成
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で
妥
協
し
つ

つ
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

牧
原　

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
や
は
り
陸
軍
と
並
ん
で
議
会
、
政
党
、
と
り
わ
け
政
友
会
と
西
園
寺
の
役
割
な
ん
で
す
け
ど
、
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こ
ち
ら
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

御
厨　

西
園
寺
は
西
園
寺
で
、
議
会
主
義
と
い
う
も
の
に
か
な
り
理
解
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
こ
こ
で
も
そ
れ
を
安
定
さ
せ

た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
基
本
的
に
は
桂
が
貴
族
院
を
押
さ
え
、
西
園
寺
の
政
友
会
が
衆
議
院
を
押
さ
え
て
い
れ
ば
、
貴
衆

両
院
の
提
携
が
で
き
て
政
権
が
維
持
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
政
友
会
の
政
権
政
党
へ
の
第
一
歩
に

な
り
ま
す
ね
。
そ
こ
を
西
園
寺
は
代
表
し
た
と
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

牧
原　

西
園
寺
を
中
心
と
し
た
政
友
会
の
中
、
松
田
正
久
や
原
敬
ら
の
党
幹
部
が
い
ま
す
が
、
政
友
会
の
中
は
一
体
ど
う
な

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

御
厨　

基
本
的
に
は
二
頭
政
治
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
た
だ
、
原
敬
の
ほ
う
は
日
記
も
書
簡
も
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
彼
が
西
園
寺
の
も
と
で
す
べ
て
を
差
配
し
た
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
西
園
寺
が
の
ち
に
総
裁
を
辞
め

た
後
、
松
田
に
す
る
か
原
に
す
る
か
、
け
っ
こ
う
い
ろ
ん
な
議
論
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
松
田
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
か
ら

原
に
な
る
ん
で
す
。
し
た
が
っ
て
や
っ
ぱ
り
原
と
松
田
は
、
政
党
の
二
つ
の
あ
り
方
を
人
格
的
に
代
表
し
て
い
て
、
た
ぶ
ん

原
が
組
織
や
制
度
と
い
う
も
の
を
拡
張
し
て
い
く
ほ
う
を
代
表
し
、
松
田
の
ほ
う
は
漠
然
た
る
、
昔
よ
く
あ
っ
た
よ
う
な
民

党
的
人
気
、
こ
れ
を
ず
っ
と
継
承
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
は
し
ま
す
。

牧
原　

伏
見
岳
人
先
生
の
研
究
で
、
こ
の
桂
園
時
代
の
議
会
を
見
て
み
る
と
、
当
時
、
鉄
道
敷
設
が
政
党
の
、
特
に
政
友
会

の
大
き
な
要
求
で
あ
り
、
最
初
は
幹
部
か
ら
で
は
な
い
鉄
道
敷
設
決
議
案
が
出
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
や
が
て
党
幹
部

の
原
・
松
田
に
よ
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ
て
い
く
（
前
掲
『
近
代
日
本
の
予
算
政
治
一
九
〇
〇-

一
九
一
四
年
』）。
つ
ま
り
、
政

友
会
に
お
い
て
、
幹
部
主
導
の
鉄
道
敷
設
要
求
手
続
き
が
制
度
化
さ
れ
て
い
き
、
他
方
で
超
党
派
の
鉄
道
敷
設
の
建
議
も
出

さ
れ
る
の
で
す
が
、
や
が
て
政
友
会
は
単
独
で
建
議
を
出
し
て
い
く
。
し
か
も
、
地
方
の
決
議
を
積
み
重
ね
た
後
に
、
鉄
道

敷
設
に
つ
い
て
予
算
編
成
を
進
め
る
。
こ
う
い
う
体
制
を
整
え
て
い
く
と
い
う
、
重
要
な
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
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こ
う
し
て
政
友
会
が
地
方
の
要
求
を
独
占
的
に
掌
握
し
て
、
そ
れ
を
予
算
に
結
び
付
け
る
と
い
う
仕
組
み
が
西
園
寺
内
閣

の
も
と
で
確
立
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
政
友
会
が
、
と
り
わ
け
原
の
力
が
大
き
い
の
で
す
が
、
予
算
編
成
能

力
を
身
に
つ
け
て
、
統
治
政
党
と
し
て
の
能
力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
桂
園
時
代
で
、
貴
族
院
の
ほ
う
は
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

御
厨　

こ
れ
は
絶
望
的
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
政
友
会
が
多
数
を
占
め
、
貴
族
院
で
も
研
究
会
が
や
が
て
親
政
友
会
系
の
大

き
い
戦
力
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
少
数
派
は
取
り
残
さ
れ
ま
す
。
衆
議
院
の
野
党
の
中
も
、
よ
り
民
党

的
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
政
友
会
に
く
っ
つ
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
割
れ
ま
す
ね
。
貴
族
院
は
、
何
と
言
っ
て
も
日
露

戦
争
の
頃
ま
で
は
対
外
強
硬
派
が
け
っ
こ
う
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
そ
の
後
の
状
況
で
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
い
わ
ば
貴
衆
両
院
各
々
の
二
つ
の
強
大
な
勢
力
が
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
取
り
残
さ
れ
た
も
の
が
、
ど
の
よ
う
な

展
望
を
も
っ
て
合
従
連
衡
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
先
の
課
題
に
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

◆
桂
園
時
代
の
終
わ
り
と
新
党
運
動

牧
原　

第
三
次
の
桂
内
閣
が
登
場
し
ま
す
。
桂
は
そ
の
前
に
い
っ
た
ん
内
大
臣
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
元
老
会

議
が
開
か
れ
て
、
内
大
臣
か
ら
首
相
へ
の
就
任
が
認
め
ら
れ
て
、
桂
が
首
相
に
な
る
。
す
る
と
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
が
倒

れ
る
と
き
の
陸
軍
の
二
個
師
団
増
設
要
求
が
あ
り
、
さ
ら
に
陸
軍
出
身
の
桂
が
内
大
臣
か
ら
首
相
に
就
任
す
る
こ
と
で
、
世

論
の
反
発
が
強
ま
り
、
第
一
次
護
憲
運
動
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
ま
た
御
厨
先
生
か
ら
少
し
お
話
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
厨　

は
い
。
今
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
陸
軍
の
二
個
師
団
増
設
問
題
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
言
い
ま
し
た
よ

う
に
、
ど
う
も
桂
と
西
園
寺
の
も
と
で
は
軍
拡
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
長
州
に
反
発
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
薩
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摩
の
上
原
勇
作
が
陸
相
に
な
る
。
こ
の
上
原
が
二
個
師
団
増
設
問
題
を
提
起
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
第
二
次
西
園
寺
内

閣
は
行
政
整
理
を
や
り
た
い
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
主
張
を
認
め
な
か
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
こ
で
上
原
は
単

独
辞
職
を
い
た
し
ま
し
て
、
陸
軍
が
後
任
を
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
内
閣
が
つ
ぶ
れ
る
。
そ
し
て
桂
に
三
度
目
の

大
命
が
降
下
し
た
の
で
、
桂
自
身
の
思
惑
と
は
別
に
、
陸
軍
な
い
し
は
長
州
閥
の
横
暴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
第

一
次
護
憲
運
動
が
起
こ
り
ま
す
。
桂
の
去
就
を
め
ぐ
っ
て
騒
擾
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
結
局
、
桂
内
閣
は
三
カ
月
で
総
辞
職

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
要
は
、
こ
う
し
た
中
で
桂
園
内
閣
と
言
わ
れ
た
桂
と
西
園
寺
の
阿あ

吽う
ん

の
呼
吸
で
や
っ
て
い
く
と
い

う
体
制
は
壊
れ
、
実
は
政
友
会
に
頼
れ
な
く
な
っ
た
桂
は
こ
の
後
、
新
党
運
動
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
の
新
党
運
動
に
つ
い
て

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
牧
原
先
生
の
ほ
う
か
ら
、
少
し
具
体
的
な
こ
と
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
ね
。

牧
原　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
桂
の
書
簡
、
そ
し
て
書
簡
に
対
す
る
山
県
の
返
信
が
あ
り
ま
す
。『
桂
太
郎
発
書
翰
集
』（
千
葉

功
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
と
『
桂
太
郎
関
係
文
書
』（
千
葉
功
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
で
す
。
こ

の
中
で
、
今
の
大
正
政
変
に
つ
い
て
の
書
簡
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
桂
が
山
県
に
宛
て
た
手
紙
で
す
（
資
料
4-

1
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
桂
は
衆
議
院
が
厳
し
く
彼
と
対
立
し
た
と
き
に
、

「
彼
等
之
我
に
対
す
る
体
度
之
如
何
は
彼
等
に
一
任
し
、
一
意
専
心
真
直
線
に
進
行
す
る
の
外
手
段
無
之
事
と
決
心
」。「
突

貫
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
け
れ
ど
も
、「
突
貫
其
功
奏
し
候
得
は
天
下
之
幸
福
な
る
は
勿
論
」。
つ
ま
り
衆
議
院
を
解

散
せ
ず
に
臨
む
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
し
か
し
こ
の
先
が
あ
り
ま
し
て
、「
唯
々
其
時
こ
そ
」
と
い
う
、
こ
こ
の
部
分

な
の
で
す
が
、「
御
内
話
仕
置
候
前
後
之
所
置
を
取
る
の
を
時
機
を
早
め
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
御
内
話
と
い
う
の
が
、
新

党
を
組
織
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
手
紙
を
出
す
前
に
桂
は
山
県
に
、
新
党
組
織
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
今
度
は
山
県
が
ど
の
よ
う
に
返
信
し
た
か
が
残
っ
て
い
ま
す
（
資
料
4-

2
参
照
）。
こ
こ
で
ま
ず
山
県

は
「
今
日
に
於
て
は
如
貴
論
国
家
救
済
之
策
、
中
央
突
貫
之
外
活
路
無
之
情
勢
に
立
到
」
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
そ

資
料
4-

1
　
桂
太
郎
か
ら
山
県
有
朋
へ
の
手
紙
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旧
年
末
御
別
袖
後
不
伺
御
起
居
打
絶
御
無
沙
汰
仕
候
処
、
爾
来

益
御
清
栄
被
為
在
奉
大
賀
候
。
陳
都
門
之
近
況
は
東
京
よ
り
閣

下
に
伺
候
輩
幷
に
新
聞
紙
等
に
爾
時
々
御
承
知
被
為
在
候
半
。

前
内
閣
即
ち
政
友
会
に
直
接
関
係
を
有
し
居
候
中
央
新
聞
及
ひ

日
本
の
如
き
は
不
相
変
悪
筆
を
以
て
天
下
之
人
心
を
動
揺
せ
し

め
ん
と
頻
り
に
漁
居
申
候
。
併
し
爾
他
之
新
聞
紙
は
多
少
筆
鋒

〔
法
〕
を
変
し
善
悪
相
半
位
に
其
筆
を
改
め
参
り
申
候
向
も
相

見
へ
申
候
。
莵
に
角
自
己
之
罪
悪
を
顧
み
す
其
の
過
を
人
に
譲

ら
ん
と
す
る
極
々
卑
き
心
中
は
諭
す
へ
き
の
限
り
に
無
之
候
。

実
際
之
情
況
は
未
た
判
然
不
仕
候
へ
共
、
都
門
と
田
舎
と
は
大

ゐ
に
其
趣
を
異
に
す
る
も
の
有
之
候
哉
に
被
察
申
候
。
小
生
は

彼
等
之
我
に
対
す
る
体
〔
態
〕
度
之
如
何
は
彼
等
に
一
任
し
、

一
意
専
心
真
直
線
に
進
行
す
る
の
外
手
段
無
之
事
と
決
心
仕
居

申
候
。
突
貫
其
功
奏
し
候
得
は
天
下
之
幸
福
な
る
は
勿
論
に
候

得
共
、
若
し
突
貫
事
を
破
る
も
亦
国
家
之
不
幸
と
も
不
相
考
候
。

唯
々
其
時
こ
そ
預
〔
予
〕
而
御
内
話
仕
置
候
善
後
之
所
〔
処
〕

置
を
取
る
の
時
機
を
早
め
可
申
候
。
何
れ
之
道
今
期
之
議
会
は

差
し
た
る
事
変
も
有
之
間
敷
、
大
正
三
年
度
之
議
会
は
国
家
将

来
之
為
め
充
分
之
決
心
を
要
す
る
の
時
と
存
申
候
。
殊
に
小
生

之
苦
心
仕
候
も
の
は
国
家
将
来
之
基
礎
を
確
定
せ
す
し
て
中
途

再
ひ
内
閣
之
瓦
解
を
生
す
る
如
き
事
有
之
候
て
は
、
之
れ
ぞ
国

家
之
基
礎
は
破
解
〔
壊
〕
に
至
る
へ
き
事
、
過
去
之
情
勢
に
照

し
て
疑
ひ
な
き
も
の
ゝ
如
し
。
此
辺
に
付
て
は
考
慮
に
考
慮
を

重
ね
候
半
而
は
唯
々
主
義
と
か
綱
領
と
か
学
者
的
議
論
位
之
も

の
に
無
之
事
と
被
存
申
候
。
真
に
国
家
之
前
途
の
為
め
熟
考
を

要
し
候
事
は
申
上
迄
も
無
之
事
に
候
。
先
は
余
り
御
無
音
仕
候

間
、
御
起
居
伺
旁
寸
堵
〔
楮
〕。
早
々
拝
具

　
　

大
正
二
年
一
月
十
二
日

 

葉
山
に
而　
　

太
郎

　

小
田
原
に
而　
　

山
県
老
公
閣
下　

追
而
小
生
至
而
無
事
壮
健
に
罷
在
候
間
、
乍
余
事
御
休
意

願
上
候
。（

千
葉
功
編
『
桂
太
郎
発
書
翰
集
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
一
年
、
四
三
一
頁
）

資
料
4-

1
　
桂
太
郎
か
ら
山
県
有
朋
へ
の
手
紙
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資
料
4-

2
　
山
県
有
朋
か
ら
桂
太
郎
へ
の
手
紙

の
あ
と
、
い
ろ
い
ろ
熟
考
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
を
最
後
に
言
っ
て
る
ん
で
す
ね
。「
御
対
談
致
し
た
る
策
之
外
別
に
名
按

も
無
之
候
」
と
言
っ
て
い
ま
し
て
、
つ
ま
り
桂
の
言
う
新
党
組
織
以
外
に
特
に
名
案
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

山
県
は
言
っ
て
、
要
す
る
に
桂
の
新
党
組
織
を
消
極
的
に
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
り
あ
え
ず
は
認
め
た
と
、
読
め
ま
す
。

　

も
と
も
と
山
県
は
政
党
と
い
う
も
の
に
対
し
て
敵
対
的
で
あ
り
、
三
党
鼎
立
と
い
う
よ
う
に
、
政
党
が
議
会
内
で
三
す
く

み
の
状
態
に
あ
る
よ
う
仕
向
け
て
、
こ
れ
を
外
か
ら
操
縦
し
て
、
議
会
を
乗
り
切
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
、

陸
軍
か
ら
出
た
桂
が
新
党
組
織
を
つ
く
る
こ
と
に
困
惑
し
て
い
た
の
で
す
。
桂
の
勇
ま
し
さ
を
前
に
し
て
、
必
ず
し
も
積
極

的
に
は
同
意
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
や
り
取
り
で
す
。

◆
激
動
の
時
代
―
戦
争
と
政
党

御
厨　

こ
う
や
っ
て
見
て
く
る
と
、
二
十
世
紀
の
初
め
は
、
や
っ
ぱ
り
安
定
を
求
め
な
が
ら
も
激
動
の
時
代
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。
国
民
は
平
和
到
来
か
な
と
思
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、
実
際
に
は
日
露
戦
争
が
遂
行
さ
れ
る
中
で
政
友
会
と
い
う
政
党

が
育
っ
て
い
く
。
戦
争
と
政
党
が
お
互
い
に
車
の
車
輪
の
よ
う
に
な
っ
て
、
日
本
国
家
を
ま
わ
し
て
い
く
の
が
非
常
に
特
徴

的
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
あ
た
り
は
ど
う
で
す
か
。

牧
原　

日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
の
よ
う
な
騒
擾
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
面
で
は
そ
の
後
落
ち
着
い
て
い
く
気
分
も
あ
り
ま
す
。

桂
園
時
代
と
い
う
か
た
ち
で
表
向
き
は
安
定
し
て
い
る
の
で
す
が
、
相
対
的
安
定
期
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
要
求
が
た
ま
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
要
求
と
い
う
の
が
、
あ
る
と
き
に
政
治
の
場
で
噴
出
し
て
く
る
。
そ
れ
が
通
常
の
ル
ー
テ
ィ
ン
の
議
会

審
議
と
か
、
内
閣
の
意
思
決
定
に
う
ま
く
乗
せ
ら
れ
な
い
場
合
は
、
二
個
師
団
増
設
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
今
の
第
一
次

護
憲
運
動
と
か
と
い
う
か
た
ち
で
噴
出
す
る
。
や
は
り
、
そ
の
起
源
を
ず
っ
と
た
ど
っ
て
い
く
と
、
日
露
戦
争
が
大
き
な
原

因
を
な
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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葉
山
御
投
函
之
雲
箋
、
昨
夕
接
手
敬
読
。
先
以
新
歳
御
健
勝
被

為
渉
、
欣
賀
之
至
に
候
。
扨
客
臘
分
袖
政
海
之
情
況
は
依
然
、

閥
族
退
治
、
憲
政
擁
護
之
名
を
以
て
旗
織
〔
幟
〕
を
立
、
人
民

を
誘
惑
激
昂
せ
し
め
、
政
府
を
し
て
包
囲
攻
撃
之
渦
中
に
陥
ら

し
め
ん
と
の
作
戦
計
画
は
倍
歩
を
進
む
る
の
激
勢
を
加
へ
、
今

日
に
於
て
は
如
貴
諭
国
家
救
済
之
策
、
中
央
突
貫
之
外
活
路
無

之
情
勢
に
立
到
、
断
然
た
る
御
決
心
を
拝
承
し
、
為
国
家
遺
憾

無
之
候
。
然
し
て
突
貫
後
之
政
策
は
、
政
府
は
公
明
正
大
之
主

義
を
国
民
一
般
に
貫
徹
せ
し
む
る
の
方
法
を
講
す
る
こ
と
尤
緊

要
と
存
候
。
其
他
善
後
策
種
々
手
段
方
法
を
講
究
施
行
す
る
は

勿
論
に
候
得
と
も
、
一
般
人
民
が
誘
惑
報
動
〔
導
〕
せ
ら
れ
た

る
誤
聞
を
、
覚
破
警
醒
せ
し
む
る
こ
と
第
一
と
信
申
候
。
昨
日

其
日
菴
主
人
来
訪
、
政
友
会
之
近
情
及
ひ
国
民
派
其
他
之
状
態

を
逐
一
伝
承
。
実
に
国
家
を
度
外
視
し
て
私
利
を
図
る
内
情
は
、

恰
も
百
鬼
夜
行
之
状
態
に
不
異
候
。
猶
其
後
熟
考
を
試
た
れ
共
、

客
臘
御
対
談
致
し
た
る
策
之
外
別
に
名
按
も
無
之
候
。
此
際
勿

論
御
疎
は
有
之
間
布
候
へ
共
、
今
日
如
此
形
勢
に
推
移
し
た
る

概
要
、
又
之
に
処
す
る
の
大
要
を
予
し
め
御
奏
聞
被
成
置
事
は

必
要
之
事
歟
と
為
念
申
添
候
。
実
に
内
外
に
対
し
日
夜
御
心
労

不
堪
遠
察
候
。
猶
時
下
日
々
寒
気
激
甚
と
相
成
、
宝
軀
為
国
家

御
自
愛
専
祈
。
草
々
復

　
　

　
　

一
月
十
四
日

 

古
稀
菴
に
て　
　

有
朋

桂
老
公
閣
下
内
啓

猶
各
県
之
情
況
に
付
而
は
至
急
数
人
を
派
出
し
、
各
県
下
之

真
状
を
広
く
見
聞
為
致
候
事
急
務
と
存
候
。
遠
眼
鏡
之
判
断

は
違
算
多
く
、
且
今
日
之
県
情
は
昔
と
異
な
り
知
事
又
は
事

務
官
、
警
察
官
等
も
莵
角
人
に
所
見
を
異
に
し
た
る
状
況
は

屢
承
候
事
に
候
。
又
地
方
行
政
上
知
事
其
他
之
監
督
権
を
法

規
通
り
に
実
行
致
さ
せ
度
事
に
候
。
平
田
其
他
に
は
将
来
之

政
略
を
御
熟
談
相
成
置
度
、
是
又
肝
要
と
存
候
。
右
気
付
候

儘
序
な
か
ら
御
参
考
ま
て
書
添
申
候
也
。

（
千
葉
功
編
『
桂
太
郎
関
係
文
書
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
〇
年
、
四
四
八
頁
）

資
料
4-

2
　
山
県
有
朋
か
ら
桂
太
郎
へ
の
手
紙
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御
厨　

例
の
非
常
特
別
税
制
と
か
税
法
と
か
に
よ
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
納
税
制
限
が
ど
ん
ど
ん
解
か
れ
て
、
有
権
者
が

増
え
て
い
き
ま
す
よ
ね
。
議
会
、
あ
る
い
は
政
党
の
基
盤
も
大
衆
化
し
て
い
く
し
、
大
衆
化
し
て
い
く
も
の
に
対
し
て
政
友

会
が
鉄
道
、
河
川
、
道
路
、
い
わ
ゆ
る
地
方
固
有
の
利
益
を
国
家
全
体
の
利
益
体
系
の
中
に
組
み
込
み
な
が
ら
津
々
浦
々
に

造
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
で
逆
に
政
友
会
と
い
う
政
党
を
強
化
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
流
れ
に
も
表
れ

て
い
る
わ
け
で
、
戦
争
が
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は
有
権
者
が
増
え
る
。
税
金
の
問
題
も
あ
り
ま
す
け
ど
ね
。
こ
れ
も

こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
で
言
う
と
、
政
治
史
と
い
う
の
は
、
単
に
上
つ
方
の
権
力
闘
争

の
話
だ
け
で
は
な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
国
民
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
動
き
と
か
、
あ
る
い
は
国
民
の
感
情
と
か
、
あ
る
い
は
社
会

の
動
揺
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
を
一
緒
に
扱
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
、
か
な
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
感
じ
が
あ
ら
た
め
て
し
た
ん
で
す
。
そ
の
点
は
構
造
的
に
見
て
お
ら
れ
る
牧
原
先
生
、
ど
う
で
す
か
ね
。

牧
原　

国
民
か
ら
強
い
要
求
が
出
て
く
る
、
あ
る
い
は
出
て
き
う
る
状
態
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
制
度
が
ど
う
動
く
か

と
い
う
と
き
に
、
や
は
り
政
党
を
作
ら
な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
桂
で
さ
え
も
思
う
し
、
山
県
も
そ
れ
を
消
極
的
に
是

認
す
る
。
政
友
会
は
第
一
次
護
憲
運
動
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
た
消
極
的
な
が
ら
、
協
力
し
て
い
く
わ
け
で
す
よ
ね
。
政
党

が
国
民
の
要
求
に
応
え
て
い
く
中
で
、
次
第
に
応
え
る
政
党
と
応
え
な
い
政
党
に
分
か
れ
て
い
く
の
が
、
こ
の
あ
と
の
展
開

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
大
正
政
変
は
そ
の
後
を
予
示
し
て
い
る
事
件
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
は
こ
こ
で
終
わ
り
ま
す
。
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　　550

事項索引

● あ　行

新しい中間階層（新中間層）　　318，321，350，
351，359，362

アベノミクス　　479-481，485，486，490，494
安政の大獄　　47
安保法制　　483，496，498
安本　→経済安定本部
一党優位体制　　407
岩倉使節団　　55
売上税導入　　386
オイル・ショック　→石油危機
王政復古の大号令　　34，48
大磯御殿　　28，218，219
大蔵省　　68，208，254，266，393，432
大阪維新の会　　473
大津事件　　64，69
沖縄県公文書館　　23
沖縄米兵少女暴行事件　　427
沖縄返還　　288，294，297，300，309，312
オーラル・ヒストリー　　 6，20，21，23，29，

302，340，375-377，380，381，402，410，428，
431

　組織の―　　22

● か　行

海軍　　99，111，119
　―軍縮　　135，138
改元　　105，387，397，487
外交三原則　　232
改進党　→立憲改進党
外政審議室　　359
格差是正　　425
革新倶楽部　　137，153
革新自治体　　 286，290，296，306，352，365，

370
革新首長　　305，352
各府省連絡会議　　472，497
環境庁　　296
環境問題　　296，304，365
韓国併合　　104
関税自主権　　83
官邸　　452
　―主導　　417，437，480，502
　―の機能強化　　405
関東大震災　　136，147，150，151，454，471
官僚　　164，178，184，214，219，256，267，272，

451，466
　―主導　　479
　大蔵―　　267，268，343，418
　革新―　　229
　官邸―　　502
　宮中―　　186
　新―　　184
　内務―　　380
　法制―　　218
官僚制　　5，64，139
　省庁―　　5
消えた年金問題　　425，443，462
議会　　65，121，244
機関車論　　326，345
貴族院　　63，65，76，77，102，122，123，135，

171
『木戸孝允日記』　　54
希望の党　　484
九・一一同時多発テロ事件　　438
旧制高校　　268
教育基本法　　215
行財政整理　　160
共産党　→日本共産党



2

549　　

行政改革　　139，318，349，354-356，371，377，
428，436

　―会議　　419，421，433
行政官的首相　　421
行政刷新会議　　451，465
行政整理　　64，124，165，166

「共謀罪」法　　482
挙党体制確立協議会（挙党協）　　322，323
義和団事件　　97，111
緊急事態宣言　　489
黒い霧解散　　289
軍部　　64，74，140，164，165，187
軍部大臣現役武官制　　75，131，187
桂園時代　　108，120，122，126
経済安定本部（安本）　　204，207，255
経済協力開発機構（OECD）　　258
経済財政諮問会議　　423，425，437，439-441，

479
経済社会発展計画　　299
警察官職務執行法（警職法）
　―改正案　　232，234，248
　―反対運動　　227

『蹇蹇録』　　84，88，89
憲政会　　129，130，137，139，153，160
憲政常道論　　156
憲政党　　66，74，78，90
憲政の常道　　131，137，152，166
憲政本党　　74，103，134
憲政擁護運動　→護憲運動
原爆ドーム　　191
原発事故　　455，467
憲法改正　　216，228，242，258，356，474，488，

497
憲法制定作業　　67，201
憲法調査会　　228，258，281
権力の館　　16
元老　　75，102-104，110，120，129-133，135，

137，157，159，164，168，178-180
　―会議　　74，95，98，105，123
五・一五事件　　140，164，177，179，180

公害　　273
　―問題　　296，299，305
江華島事件　　61
公職追放　　200，202，208，209，213，215
構造改革　　417，421，423，425，439，441
宏池会（池田派）　　269，270
皇道派　　170，178
高度経済成長　　252，255，263，281，318，362
公武合体　　33，37
公文書　　23
公明党　　416，420，426，435，472，478，482，

501
五箇条の誓文　　36，48
古稀庵　　11，27
国際平和協力法案　　390
国際連盟　　151，167，168，171
　―脱退　　184
国際労働機関（ILO）八七号条約批准　　258，

280，288
国鉄　→日本国有鉄道
国土総合開発計画　　273
国土庁　　320
国土利用計画法　　320
国防会議　　228
国民協同党（国協党）　　202，203，205，208
国民所得倍増計画　　252，255，262，267，272，

282
国民新党　　451，452，463
国民生活安定緊急措置法　　334
国民党　→立憲国民党
国民投票法　　485
国民年金制度　　232
国民年金法　　248
国民福祉税構想　　393，411，432
国民民主党　　208
護憲運動（憲政擁護運動）　100，105
　第一次―　　123，126，131
　第二次―　　137，151，153
護憲三派　　130，137，153
五五年体制　　236，238，282，286，384
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事項索引　　548

五相会議　　168
国家安全保障会議　　480，496，498
国家安全保障局　　480
国会開設の請願書　　43
国会期成同盟　　43
国会パブリックビューイング　　504
国家戦略会議　　472
国家戦略室　　451
米騒動　　133，143
五稜郭　　50

● さ　行

『西園寺公と政局』　　29，158，180，182
再軍備　　208，214，221，228，241，242
災後　　454，470，471
最高顧問会議　　356，359
最高裁判所　　292，293
財政構造改革会議　　419
財政再建　　363，396，472
裁判官人事　　292
さきがけ　→新党さきがけ
坐漁荘　　180
桜を見る会　　488，490
薩英戦争　　47

『佐藤榮作日記』　　19，301，303
サミット　→先進国首脳会議
　ボン・―　　327，345
　ロンドン・―　　326，345
三月事件　　166，177
参議院　　 257，320，322，353，389，393，398，

401，416，420，428，435，441，443，448，463，
484，503

参議院議員通常選挙　　 232，233，248，320，
321，326，330，384，387，398，401，416，419，
420，426，428，433-436，443，448，449，451，
462，481，488

三国干渉　　89
三国同盟　　174
サンフランシスコ講和会議　　208，214，220
サンフランシスコ講和条約　　236，241

三位一体改革　　437，441
椎名裁定　　339
自衛隊海外派遣　　389
資源外交　　336
事前審査制　　256，457
ジビル・ミニマム　　290
シベリア出兵　　133
司法権の独立　　293
自民党　→自由民主党
事務次官等会議　　451，472，497
シーメンス事件　　131，167
下関事件　　47
下関条約　　87，88
社会開発　　261，283，288，296，299
社会大衆党　　170
社会党　→日本社会党
　―統一　　226，227，239，240
社会保障と税の一体改革　　457
社会民主党（社民党）　　416，451，452，461，

463
十月事件　　166，177
衆議院（戦前）　　 65，67，70，75，78，102，122，

131-133，135，142，170
衆議院（戦後）　　206，209，214，225，234，236，

257，285，296，322，339，353，372，391，408，
419，420，442，484

衆参同日選挙　　350，363，370
住専処理法　　427
集団的自衛権　　389，481，482，485，498
自由党（1881-84 年）　　44
自由党（1891-98 年）　→立憲自由党
自由党（1950-55 年）　→民主自由党
自由党（2016-19 年）　　435，436，449
自由民権運動　　44，68，78
自由民主党（自民党）　　 226-228，231，232，

236，238，248，253，256，257，269，273，282，
292，329，347，362，387，391，393，398，416，
417，420，429，433，437，443，449，472-474，
478

　―都市政策大綱　　289，306
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547　　

首相公選制　　358，359，374，422
首相的官房長官　　422
首都高速道路公団　　274
攘夷運動　　32，33
生涯設計計画　　321
小選挙区制　　228，320，383，389，405，407，

416，432，474
小選挙区比例代表並立制　　389，394，416，

427
省庁再編　　419，421，428，435，440，502
消費税　　457，481
　―増税　　465，488
　―導入　　386，396，399，400
消費文化　　266，350
条約改正　　38，44，67，70，83
昭和電工事件　　198，205，319
女性運動　　293
資料　　6
史料　　7，17
辛亥革命　　104
新ガイドライン　→新・日米防衛協力のため

の指針
新型コロナウイルス感染症　　488，489，507，

508
審議会　　139，364，369，371，373
　―政治　　370
　行政制度―　　160
新自由クラブ　　322，350
新宿騒乱事件　　291
真珠湾攻撃　　174，189
新進党　　416，461
新生党　　391，394，416
新全総　→新全国総合開発計画
新中間層　→新しい中間階層
新党さきがけ（さきがけ）　　367，385，391，

393，394，407，416，431-433，435，461
進歩党（1896-98 年）　73，78，89，90
枢密院　　67，99，113，136
スト権スト　　322，339
征韓論　　39，56

政権交代　　461，464-466，474，490
　2009 年―　　450，461
政治改革　　367，385，387，389，391，396，406，

409，427，474，497
　―関連法案　　390，393，408，411
　―大綱　　387，398
政治史学　　2，4，27，28
政治資金制度改革　　383，398
政治主導　　451，463，479，480
政治的暴力行為防止法案　　257
政党　　 66，67，69，72，78，92，93，101，103，121，

126，139，140，155，159，164，179，199，236，
244，474

　―政治　　152
　―内閣　　74，131，143，179
税と社会保障の一体改革　　472
西南戦争　　54，56-58
政友会　→立憲政友会
政友本党　　153
世界恐慌　　164，184
石油危機（オイル・ショック）　　290，320，

329，333，335，336，345，362
全学共闘会議（全共闘）　　291
　―運動　　286，307
選挙干渉　　69，80，138，143
選挙制度改革　　320，324，354，392，398，407
　参議院―　　349，353
選挙法改正　　75，228
全国総合開発計画　　274
　新―（新全総）　288，289，306
戦後七〇年談話　　499
先進国首脳会議（サミット）　　318，358
戦争　　2，126
全逓東京中郵事件判決　　292
全農林警職法事件判決　　293
全方位平和外交　　325，326，345
相互防衛援助（MSA）協定　　242
総裁選挙（自民党）　　233，243，248，258，261，

270，287，288，296，298，317，319，320，328-
332，343，344，346，356，359，371，390，419，
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事項索引　　546

420，424，436，437，478
総裁予備選挙（自民党）　　325，327，328，331，

344，354
総選挙（衆議院議員総選挙）　　68，71，77，78，

102，138，140，153，202，206，208，227，232，
248，262，289，296，323，329，339，384，391，
408，412，416，427，443，448-451，461，462，
478，481，492-494，496，500

族議員　　256
祖国復帰運動　　295，309

● た　行

第一次世界大戦　　132，142，144
大学紛争　　291，293，299，307
対華二十一カ条の要求　　132，142
大規模小売店舗法（大店法）　　388
大逆事件　　104
大臣主導　　502
大臣政治　　451
大政奉還　　34
大政翼賛会　　173，194，202
大選挙区制　　75
大同団結運動　　65-67
大統領的首相　　359，360，373，374，379，380，

421，439
第二次世界大戦　　164
第二次臨時行政調査会（第二臨調）　　354，

363，364，371
大日本帝国憲法（明治憲法）　　44，63，65-68，

77，91，159，164，192，194，447
太平洋戦争　　3，174，189，212
大本営　　85
台湾出兵　　40，60
田原坂　　56，57
塘沽停戦協定　　168
地下鉄サリン事件　　418，430
地券　　54
知事公選　　139
地租改正　　38，42，54
地方の時代　　352，365

地方分権　　139，406
　―改革　　418
　―推進一括法　　418
中選挙区制　　389，407
調査会　　139，160
長州閥　　121
超然主義　　65，66，77，91
朝鮮戦争　　208
徴兵令　　38，54
長老会議　　324，327
帝国議会　　63，64，69，70，73，77，78，81，82，

89，170
帝国国策遂行要領　　174
帝国国防方針　　102，119
荻外荘　　28
テレポリティクス　　438
テロ対策特別措置法　　438
田園都市構想　　351，363，365
　―研究グループ　　351
電電公社　→日本電信電話公社
天皇機関説　　169
　―事件　　185
天皇制　　140，226
　象徴―　　206，487，506
天皇メッセージ　　487，505
党改革実施本部　　325，326
東京オリンピック　　260，274，281，488
東京佐川急便事件　　390
東京都政　　368
党近代化　　351，354
統帥権　　164
　―干犯問題　　139，156
統制派　　170，178
統治機構改革　　500
党風刷新懇話会　　323
党風刷新連盟　　258，323，324
都教組事件判決　　292
独占禁止法
　―改正問題　　321
　―強化　　388
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545　　

特定秘密保護法　　482，498
虎の門事件　　136，150

● な　行

内閣機能の強化　　359，419
内閣人事局　　480，497
内閣制度　　44，67
内閣調査局　　169，170，184
内閣法制局　　343，482，498
内国勧業博覧会　　41
内政会議　　168
内政審議室　　359
内務省　　39，215
長沼ナイキ訴訟　　292
南部仏印進駐　　174
ニクソン・ショック　　296，313
二個師団増設（問題）　　104，124，131，133
二大政党（制）　　154，155，238，266，286，474
日英同盟　　98，109，110
日独伊三国軍事同盟　　173，188
日独伊防共協定　　172
日独防共協定　　172
日米安全保障条約　　209，241，242，249，296，

312，430
　―改定　　226，232，233，242，243
　―改定反対運動　　227
日米安保共同宣言　　419
日米経済摩擦　　404
日米構造協議　　388
日米修好通商条約　　32，33
日米繊維交渉　　296，313
日米防衛協力のための指針（ガイドライン）
　―関連法　　420
　新・―　　427，434
日米諒解案　　174
日米和親条約　　32
日露協商　　98，109
日露協約
　第一次―　　102
　第三次―　　104

日露戦争　　99，126
日韓基本条約　　288
日韓協約　　119
　第三次―　　102
日記　　5，174，301，312，409，411
日清戦争　　71，80，84，89
日ソ共同宣言　　228，243
日ソ国交回復　　242
日ソ中立条約　　174
日中国交正常化　　336
日中戦争　　164，171，172，178，188
日中平和友好条約　　326，327
日朝修好条規　　61
二・二六事件　　178，186
日本維新の会　　484

『日本改造計画』　　405
日本共産党（共産党）　　208，215，289
日本経済再生本部　　479
日本国憲法　　206，213，259，447，474
日本国有鉄道（国鉄）　　354，357
日本社会党（社会党）　　 202-206，208，209，

213，228，236，238，239，244，260，263，272，
289，353，387，391-394，401，417，429-433，
435，503

日本自由党（1945-48 年）　　 199，202，203，
205，209，236

日本人移民排斥運動　　119
日本新党　　384，385，391，392
日本進歩党（1945-45 年。47 年より民主党に

改称）　　199，202，203，205，494
日本電信電話公社（電電公社）　　354，357
日本民主党（1954-55 年）　　210，222，226，

228，236，239，242
『日本列島改造論』　　331
日本労働組合総連合会（連合）　　387

● は　行

廃藩置県　　36，37，53
幕藩体制　　46
箱館戦争　　50
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事項索引　　544

鳩山ブーム　　226
派閥　　269，270，324，346

『原敬日記』　　18，19，134，146
阪神・淡路大震災　　418，430，454
版籍奉還　　53
藩閥　　72，91，97
　―政府　　77
蛮勇演説　　69，81，113
非核三原則　　295
東日本大震災　　448，454，467，473，507
　―復興構想会議　　467-469，472
東山旧岸邸　　245
日の出山荘　　360，374
日比谷焼き討ち事件　　113，114，126
婦人参政権　　139，160，201
普通選挙　　153，154，160
　―運動　　130
　男子―　　138
普通の国　　391
普天間基地　　463
　―返還合意　　419，427，433
　―の移転問題　　463
　―の県外移転　　452
プラザ合意　　350
文化の時代　　351，363
文官任用令改正　　91
平和維持活動（PKO）　　390
　―法　　390，408
平和問題研究会　　372
ペルシャ湾掃海艇派遣問題　　360，378
保革伯仲　　320，321，329，347，362，363
北部仏印進駐　　173
保守合同　　226，236，238-240
戊辰戦争　　35，48，49
ポツダム宣言　　175，197，200，212
ポーツマス講和会議　　99，112
ポーツマス条約　　112，118
骨太の方針　　423，437

● ま　行

マイタウン東京構想　　369
マッカーサー草案　　218
松本案　　202，218

『松本剛吉政治日誌』　　158
マドンナ旋風　　384
マニフェスト　　448-451，463，465
満州国　　168，172，178，184，244
満州事変　　151，153，164，166，177，178
満鉄　→南満州鉄道株式会社
三木おろし　　339
水資源開発　　274
　―関係二法（案）　　256，275
三井三池闘争　　256
密約　　312，344
南満州鉄道株式会社（満鉄）　　102，118，136，

166
民営化
　国鉄―　　354，357
　電電公社―　　354，357
　道路関係四公団の―　　423，437，441
　郵政（事業）―　　423，424，437，441，443
民主社会党（民社党）　　257，260，263，387
民主自由党（民自党。1950 年より自由党に改

称。）　　199，205，206，208，209，214，226- 
　228，236，242

民主党（1947-50 年）　→日本進歩党
民主党（1996-2016 年）　　 420，426，443，448，

449，451，457，461-465，472，484，494，500，
501

民進党　　484
民政党　→立憲民政党
民撰議院設立建白書　　39
民党　　68，69，74，78，80，82，90，91
村山談話　　418
無鄰菴　　98，111
明治憲法　→大日本帝国憲法

『明治天皇紀』　　17，86
明治六年の政変　　56，60
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543　　

メディア　　146，304，411-414，444，445，451，
454，463，490，504

● や　行

野党ヒアリング　　504
郵政解散　　441，443
郵政選挙　　461
世論　　144
四〇日抗争　　344，347，352

● ら　行

陸軍　　111，120，121，131，132，170，172，177，
178，187

リクルート事件　　387，396，397，400
立憲改進党（改進党）　　44，65，70，78，89，199，

242
立憲国民党（国民党）　　104，105
立憲自由党（1891 年より自由党に改称）　　

65，66，68-71，73，78，89，90，93
　―土佐派　　69，79
立憲政友会（政友会）　　67，75，92，93，97，100，

103-106，108，118，120-123，126，129-132，
134-139，143，151，153-155，158，159，167-
171，179，185，240

立憲同志会　　106，129，132，134，143
立憲民主党　　484
立憲民政党（民政党）　　137-140，153-155，

158-160，168，170，171，179，185，240
立身出世主義　　116

リットン調査団　　151，167，168
吏党　　68
領事裁判権　　32
臨時教育審議会　　364，371
臨時行政調査会　　259，281
冷戦　　214
　―終結　　384，388，398
連合　→日本労働組合総連合会
連合国軍最高司令官総司令部（GHQ）　　198，

201-203，205-207，209，218，254
　―経済科学局　　205，207
　―民政局　　198，203，206
鹿鳴館　　44
ロッキード事件　　317，324，328，331，339，

346，350，354，359，362
ロンドン海軍軍縮会議　　138，165，169，183
ロンドン海軍軍縮条約　　139，156，158

● わ　行

ワシントン会議　　135，165
湾岸戦争　　384，388，398，402，403

● アルファベット

GHQ　→連合国軍最高司令官総司令部
ILO　→国際労働機関
LT 貿易　　280
MSA　→相互防衛援助
OECD　→経済協力開発機構
PKO　→平和維持活動
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　　542

人名索引

● あ　行

アイゼンハワー（Dwight D. Eisenhower）　　
233，243

愛知揆一　　288，320
青木周蔵　　52
浅沼稲次郎　　227，228，238，240，253，257，

262
浅利慶太　　360
芦田均　　5，198-200，204-206，213
飛鳥田一雄　　289，305
麻生太賀吉　　207
麻生太郎　　417，425，426，443，449，478，496
安達謙蔵　　166
安倍晋三　　417，425，443，462，473，478-486，

488-490，492，494-496，498-500，503，506-
508

安倍晋太郎　　383，396，402，407，436
阿部信行　　172，188
甘利明　　478，479，489，495
荒木貞夫　　167-170，184，185
有沢広巳　　203
安藤忠雄　　468
安藤信正　　33
飯尾潤　　468
井伊直弼　　33，47
五百旗頭真　　468，469
池田勇人　　 16，206，207，211，214，221，229，

233，249，252-260，262，264-272，275，280-
282，287，288，298，299，315，323，324，330，
332，333，337，338，343，407

池辺三山　　62，63
石井光次郎　　229，243
石上良平　　150
石田和外　　292

石田博英　　256，263，272
石野信一　　255
石破茂　　489，496
石橋湛山　　209，229，243，254，256，270，324
石原莞爾　　166，170
石原信雄　　6，388，402，403，408，430
石原伸晃　　479
石本新六　　104
板垣征四郎　　166
板垣退助　　38-40，44，73，74，90，153
一万田尚登　　231，268
糸井重里　　350
伊藤整　　230
伊藤博文　　9，17，18，28，38-40，42-44，53，54，

61，63-67，70-76，79，80，87，89-93，95-100，
108，110，111

伊藤昌哉　　257，275
伊東正義　　354
伊東巳代治　　95，96
犬養毅　　9，130，137-140，153，166，167，177，

179，185
井上馨　　17，29，38，40，42-44，53，54，64，65，

67，74，75，83，95，97，98，103，108，110，131，
411

井上準之助　　140
伊庭想太郎　　76
今井尚哉　　478，479，489，502
岩倉具視　　34，37-39，55，56，100
岩畔豪雄　　174
ウィルソン（J. Harold Wilson）　　261
上西充子　　504
上原勇作　　104，105，124，182
宇垣一成　　159，165，170，187
宇野宗佑　　387，401
生方敏郎　　110
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541　　

梅棹忠夫　　367，363
浦沢直樹　　308
江木翼　　9，106，160
江田三郎　　260
枝野幸男　　453
江藤新平　　38-40
榎本武揚　　35，43，50-52，69
汪兆銘　　174
大井憲太郎　　70
大内兵衛　　290
大浦兼武　　133
大川周明　　166
大木喬任　　38
大久保利通　　3，34，36-42，56-62
大隈重信　　9，37-39，42-44，53，54，61，65，67，

73，74，83，90，97，106，129，131-134，142-
144，153

大野勝巳　　231
大野伴睦　　233，240，248，254，259，288
大平正芳　　254，258，267，280，296，318-320，

322，325，327，328，329，331，332，336，337，
339，343-345，347-354，363-365，370，372，
377，399

大山巌　　98
岡崎邦輔　　151
岡田克也　　461
岡田啓介　　168-170，178，183，184，186
緒方竹虎　　210，228
岡義武　　8-11，27
奥村喜和男　　268
尾崎行雄　　74，97，131
小沢一郎　　384-394，396，401-411，414，415，

420，426，432，435，436，449，451，463，464
小沢佐重喜　　404
小渕恵三　　386，390，396，401，402，416，419，

420，428，434-436
小和田次郎　→原寿雄

● か　行

海江田万里　　473

海部俊樹　　387，389，403，407
梶山静六　　386，408，419
カーター（James E. Carter, Jr）　　326
片山哲　　203，204，213
勝海舟　　36，49
桂太郎　　4，68，75，95-100，103-106，108，109，

111，118，120，122-124，126，128，492
加藤高明　　106，130-133，137-139，153
加藤友三郎　　135，148
金丸信　　352，386，390，404，406
樺山資紀　　69，81，111
賀屋興宣　　500
河田烈　　169
菅直人　　449，450，452，453，457，461，463，

472，507
岸昌　　352
岸信介　　 5，16，19，172，191，209，227-234，

238，239，242-249，253-256，258-260，266，
287，288，295，298，319，326，338，343，354-
356，359，425，500

北村滋　　489，502
キッシンジャー（Henry A. Kissinger）　　

294-296
木戸幸一　　165，168，173，174，186，187，189，

201，212
木戸孝允　　36-38，40-42，48，53-55，58，61
清浦奎吾　　96，130，136，137，182
楠田実　　19，288，294，295，297，302，304，314，

315，325
グナイスト（Rudolf von Gneist）　　43
久米宏　　413
クリントン（William J. Clinton）　　433
栗栖赳夫　　205
黒金泰美　　254
黒川弘務　　490
黒田清隆　　43，52，64，65，67，73
黒田東彦　　479
黒田了一　　305
ケネディ（John F. Kennedy）　　258，280
玄葉光一郎　　453
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人名索引　　540

小池百合子　　484
小泉純一郎　　 416，417，419，421，422，424，

425，434，437-439，441-443，462，497，504
小磯国昭　　175
高坂正堯　　296
幸徳秋水　　104
河野一郎　　209，228，242，243，254，259，260，

270，271，288，324，357
河野広中　　111
河野洋平　　322，393，417，419，429
神鞭知常　　70
河本敏夫　　353
児島惟謙　　64
後藤象二郎　　34，38，39，44，65-67，69，79
後藤新平　　29，103，120，136，149，150，454，

471
後藤田正晴　　6，229，292，354，357，359，360，

373，375-377，380，428
後藤文夫　　169
近衛篤麿　　100，171
近衛文麿　　10，28，165，171-174，182，187- 

189，192，193，201，202，385
小林一三　　203
小松一郎　　482
小村寿太郎　　98，100，109，111
小森武　　290
ゴルバチョフ（Mikhail Gorbachev）　　388

● さ　行

西園寺公望　　4，9，29，97，100，101，103-106，
108，118，120-124，132，134，137-139，157-
159，164，166-169，172，178-183，186

西園寺公一　　101
西郷隆盛　　2，34，36-42，49，54-58，60，62
斎藤次郎　　412，432
斎藤実　　106，167-170，177-180，182，184，

186
阪谷芳郎　　68，101
坂本龍馬　　66
桜内義雄　　352

迫水久常　　172
佐々木惣一　　201
佐々木高行　　58
佐々友房　　70
佐藤栄作　　 5，16，19，20，28，206，209，211，

214，233，253，254，257-261，267-271，283，
286-288，291-304，306，309，314，315，317，
319，325，329-331，333，337，338，343，368，
492，499

佐藤達夫　　218
里見弴　　180
三条実美　　33，37，39，56，67
サンソム（George B. Sansom）　　219
椎名悦三郎　　320，322，324，327，339
塩川正十郎　　327
重光葵　　5，163，164，198，199，209，228，229，

242
幣原喜重郎　　137，198，199，201，202，212
品川弥二郎　　69
司馬遼太郎　　377
島津忠義　　33，54
島津斉彬　　32，36
島津久光　　33，36，37，47，58
嶋中鵬二　　253
下河辺淳　　272，306
下村治　　251，252，255
シュタイン（Lorenz von Stein）　　43
シュネー（Heinrich A. Schnee）　　151，152
蔣介石　　166，173
庄司薫　　307
正田美智子　　226
昭和天皇　　2，144，165，168，170，178，181，

186，189，195，201，206，234，387，397
ジョンソン（Lyndon B. Johnson）　　287，294
菅義偉　　480，486，489，490，495，496，502，

507，508
杉田和博　　502
鈴木貫太郎　　212
鈴木喜三郎　　139，159，167，179
鈴木俊一　　291，352，362，365，368-370
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539　　

鈴木善幸　　288，327，353-357，363，370-372，
349

鈴木貞一　　500
鈴木茂三郎　　227，240
仙谷由人　　453
曾禰荒助　　96
園田直　　327

● た　行

大正天皇　　132
高橋是清　　135，137-139，143，150，168，170，

184，186，435
高畠通敏　　366
竹下登　　 327，354-356，383，385-387，390，

396-401，404，405，407，416，417，419，420，
425，428-430，434-437，444

竹中平蔵　　423，439，440
武部勤　　449
武村正義　　6，23，29，306，352，365，366，385，

391-393，407-412，414，417，431，432，461
伊達宗城　　34
田中角栄　　258，260，288，289，296，306，315，

317-320，322，323，326-334，336-340，342，
343，347，348，359，367，373，377，378，386，
400，405，410

田中義一　　130，131，137-139，159，179
田中耕太郎　　116，117
田中不二麿　　69
田中真紀子　　422
田中六助　　327，377，380
谷垣禎一　　449，478，489，496
田原総一郎　　413
チャーチル（Winston Churchill）　　174
張学良　　166
津島寿一　　200
堤清二　　10，350
坪内逍遥　　115
寺内寿一　　170，187
寺内正毅　　121，133
土井たか子　　384，401，402

東郷平八郎　　114，182
東条英機　　165，174，189，191，229
徳川家達　　35
徳川斉昭　　32
徳川慶喜（一橋慶喜）　　33，34，47，48
徳大寺公純　　100
土光敏夫　　363
床次竹二郎　　137，159
ドッジ（Joseph M. Dodge）　　207，208
トランプ（Donald John Trump）　　483，484，

496
鳥谷部春汀　　96
豊田貞次郎　　174

● な　行

永井柳太郎　　171
中内㓛　　289
中島知久平　　171
長洲一二　　352
中曽根康弘　　 288，317，320，335，339，353-

364，369-380，383，385，396，399，403，422，
439

永田鉄山　　170
長富祐一郎　　351
鍋島直大　　54
難波大助　　136，150
二階堂進　　355，356，359
ニクソン（Richard M. Nixon）　　287，295，

296，309，313
西尾末広　　205，260
西田税　　166
蜷川虎三　　289
野田佳彦　　449，457，472，478
野中広務　　 6，386，393，413，414，420，429，

434
野村吉三郎　　174
野村靖　　73

● は　行

萩原延寿　　260，272
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人名索引　　538

橋口収　　210
橋下徹　　474
橋本龍太郎　　386，387，389，419，421，428，

433，434，436，438，462
畑俊六　　165，173
羽田孜　　386，394
秦野章　　290
鳩山一郎　　160，199，200，202，209，213，225，

227-229，236，239，242，243，256，287，453
鳩山由紀夫　　451-453，457，461，463，464
馬場恒吾　　9，114，135，140，147，149，156
浜口雄幸　　130，131，137-140，153
浜田国松　　170，187
浜田幸一　　353
林銑十郎　　166，169，170
林芳正　　479
原敬　　9，18，76，97，100-106，118，122，123，

129，130，132-135，138，143，146，159
原田熊雄　　29，157，158，167，180，182，183
原寿雄（小和田次郎）　　304
原彬久　　248
ハリス（Townsend Harris）　　32，47
ハル（Cordell Hull）　　174
ビアード（Charles A. Beard）　　136
東久邇宮稔彦　　200，212
一橋慶喜　→徳川慶喜
平賀潤二　　253
平田敬一郎　　268
平田東助　　96，103
平沼騏一郎　　167，172，188
平野力三　　204
ファイン（Sherwood M. Fine）　　205
深沢七郎　　253
福岡孝弟　　48
福沢諭吉　　41，43，49
福田赳夫　　231，232，255，259，288，317-320，

322-332，337，339，343-347，349，351，352，
354，355，363，425

福田康夫　　417，422，423，425，426，439，443
福永健司　　367

福本邦雄　　327，386
藤井治芳　　358
伏見岳人　　122
ブッシュ，G. H. W.（George H. W. Bush）　　

388
ブッシュ，G. W. （George W. Bush）　　422
船田中　　322，324
古川元久　　453
古川ロッパ　　10，174
ブレイディ（Nicholas F. Brady）　　389
ペリー（Matthew C. Perry）　　1，31，32，46，

50
ホイットニー（Courtney Whitney）　　216
星亨　　9，65-67，70，71，74-76，80，91-93
星野直樹　　172
細川護熙　　305，352，368，384，385，391-394，

408-413，415，438
堀切善次郎　　202
保利茂　　322，324

● ま　行

前尾繁三郎　　267，343，346
前原誠司　　449，453，462
マーカット（William F. Marquat）　　207
牧野伸顕　　36，148，157，167，186，203，219
真崎甚三郎　　169，170，185
升味準之輔　　132，157，238，286
松岡洋右　　174
マッカーサー（Douglas MacArthur）　　197，

201-203，206，212
松方正義　　43，44，64，66，69，73，80，87，89，

90，98，105
松下圭一　　226，290
松平慶永　　33，34，47
松田正久　　97，100，103，104，118，122
松本剛吉　　138，158
松本烝治　　201，202，216，218
三浦梧楼　　72
三木清　　10，194，455
三木武夫　　203，254，318，320-326，329-332，
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537　　

336，339，340，343，346，347，349，351，352，
359

三木武吉　　209，227，228，240
御厨貴　　468-470
水田三喜男　　227
三谷太一郎　　2
三塚博　　390
美濃部達吉　　169，201
美濃部亮吉　　290，295，305，368
三宅雪嶺　　114，118
宮沢喜一　　 6，207，221-223，254，255，265-

267，269，296，326，355，356，370，372，383，
387，390，393，396，397，407，408，413，419，
435

宮沢俊義　　201
宮沢洋一　　480
ムッソリーニ（Benito Mussolini）　　164
陸奥宗光　　65，66，69-73，79，84，87-89
村山富市　　392，417-419，429，430，433，461
明治天皇　　18，35，79，86，96，104，105，144
毛利敬親　　36
毛利元徳　　54
元田肇　　151
本野盛幸　　302
森恪　　160，166，167
森永貞一郎　　255，268
森喜朗　　420，421，436

● や　行

谷内正太郎　　480，489，496，502
山内豊信　　34
山内豊範　　54
山県有朋　　 11，17，18，27-28，43，44，64，65，

67-69，74，75，79，80，87，89，91，93，97，98，
105，108，111，121，124，126，128，130，131，
133，135，159

山崎猛　　206
山崎正和　　363
山田久就　　231
山田風太郎　　198

山花貞夫　　392
山本権兵衛　　105，106，131，136，148
山本達雄　　104
屋良朝苗　　19，20，25，295，312，313
湯浅倉平　　172，173
由利公正　　48
吉国一郎　　30，321，340，341，343，375，380
芳沢謙吉　　167
吉田五十八　　219，245
吉田健一　　175
吉田健三　　207
吉田茂　　 5，27，28，170，175，198-200，202-

204，208-212，214，218-222，231，233，239，
241，242，253，259，260，264，267，270，271，
287，288，298，338，357，425，492，494

吉田松陰　　36
吉野作造　　8，9，151
吉本隆明　　350
米内光政　　172，188

● ら　行

李鴻章　　71，87
レーガン（Ronald W. Reagan）　　354，360，

374
蠟山政道　　194
ローズヴェルト，F. D.（Franklin D. 

Roosevelt）　　174
ローズヴェルト，T.（Theodore Roosevelt）　　

99，112

● わ　行

若泉敬　　295，309，310，312
若槻礼次郎　　137-140，153，182
我妻栄　　244
渡辺昭夫　　404
渡辺国武　　70，73，76
渡辺錠太郎　　170
渡辺美智雄　　390
和田博雄　　204
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